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「
ふ
る
さ
と
納
税
」
と
は
、
生
ま
れ
故
郷
や
応
援

し
た
い
地
域
を
選
ん
で
自
治
体
へ
寄
附
を
す
る
制
度

で
す
。

　

三
種
町
で
は
、
平
成
20
年
度
に
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
に
よ
る
「
三
種
町
ふ
る
さ
と
元
気
づ
く
り
基
金
」

を
創
設
し
、
三
種
町
を
愛
す
る
皆
様
よ
り
寄
附
を

募
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
は
、
お
礼
の
品
の
充
実
・
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
へ
の
登
録
等
に
よ
り
、
寄
附
額
が
大
幅
に

増
え
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
１
月
末
現
在
で
全
国
の
皆
様
か
ら

３
８
０
０
件
、
５
０
０
０
万
円
を
超
え
る
寄
附
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

年　度 件　数 金　　額

H20 18件 1,655,000円

H21 ３件 90,000円

H22 ２件 70,000円

H23 ５件 230,000円

H24 12件 437,400円

H25 25件 541,822円

H26 73件 2,030,000円

H27 8,932件 109,549,302円

H28 5,753件 77,769,000円

三種三十六景　「昼の農道」
　中田　明徳　（和田）
　撮影地：森岳

埼玉県 女性　30代
　三種町のお肉のファンです。
美味しいお肉を作り続けてくだ
さい。今度は実際に行ってみた
いです。

宮城県 男性
　三種町に観光で行きました。
美しい自然、おいしいメロン、
満喫できました。地域の振興に
お役立てください。

岐阜県 男性
　まごころ味噌の甘さと素朴な何とも
言えないおいしさに家族と両親一同大
ファンで、今年で３年目の寄附をさせ
ていただいております＾＾

佐賀県 男性
　元気なまちづくり頑張ってください。
遠い九州の地から応援しています！

愛知県 男性愛知県 男性
　聞いたことのない町でしたが、ふるさと
納税で知ったのをきっかけに、ホームペー
ジも拝見しました。元気な町が持続・発展
していくことをお祈りしております。

寄附された皆さんからの寄附された皆さんからの
応援メッセージ応援メッセージ
※写真はお礼の品の一部です

東京都 男性
　両親とも東京出身でふる
さとを持たない我が家です。
いつか三種町に行ってみた
いねと話しています。

群馬県 女性　60代
　地域振興、子どもたちの
未来に役立ててください。
心より応援いたします。

岐

言

埼玉県 男性　50代埼玉県 男性　50代
　旬のじゅんさいは最高です。これからも
食を通して三種町を応援していきます。

。
だ
た

千葉県 女性　30代千葉県 女性　30代
　昨年頂いたあきたこまちの美味しさに驚きま
した。農業を取り巻く環境はこれからも変わっ
ていくと思いますが、日本の食を支える産業の
振興、後継者育成に頑張ってほしいです。
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ふるさと納税でいただいたふるさと納税でいただいた
寄附金を活用しています！寄附金を活用しています！

※寄附の際に、寄附金の使い道を指定いただいています。

1豊かな自然環境を守り、創る事業

事　業　名 　松くい虫対策事業
活　用　額 　16,000,000円
　松くい虫による被害拡大を防ぐため、薬剤散布に　松くい虫による被害拡大を防ぐため、薬剤散布に
よる防除や被害木並びに枯死木等を調査し伐倒駆除よる防除や被害木並びに枯死木等を調査し伐倒駆除
します。します。
　森林資源としての松林を保護し、機能を確保する　森林資源としての松林を保護し、機能を確保する
ため松くい虫防除を行います。ため松くい虫防除を行います。

3安心・安全なまちづくり事業

事　業　名 　ハザードマップ更新・
災害用備蓄物資購入事業

活　用　額 　3,000,000円
　ハザードマップを更新し周知を図ります。また、　ハザードマップを更新し周知を図ります。また、
食料や飲料水等、災害時に必要な物資を備蓄し、安食料や飲料水等、災害時に必要な物資を備蓄し、安
心・安全なまちづくりを目指します。心・安全なまちづくりを目指します。

5未来を担う子供たちの教育支援と
伝統・文化の保存事業

事　業　名 　学校給食費減免事業
大山家住宅管理補助事業

活　用　額 　24,000,000円
●学校給食費減免事業
　三種町内の小・中学校の給食費について、第１子・
第２子は半額免除、第３子以降は全額免除とします。
●大山家住宅管理補助事業
　国指定重要文化財である
「大山家住宅」の茅葺屋根の
補修を行います。

寄寄寄寄寄寄附附附附附 際際際際 、寄、寄、寄寄、寄附附附附 使使使使使使 道道道道道 指指指指指指定定定定定 す。す。す。す

2福祉向上と健康づくり事業

事　業　名 　福祉医療費給付事業
活　用　額 　6,000,000円
　心身の健康の保持と生活の安定を図るため、医療　心身の健康の保持と生活の安定を図るため、医療
費の自己負担分を助成します。費の自己負担分を助成します。
　子どもの医療費については、18歳までを無料と　子どもの医療費については、18歳までを無料と
し、安心して子育てできる環境を整えます。し、安心して子育てできる環境を整えます。

4産業振興と就業支援事業

事　業　名 　じゅんさい振興支援事業
活　用　額 　3,000,000円
　生産数量日本一を誇るじゅんさいの生産量が、価　生産数量日本一を誇るじゅんさいの生産量が、価
格の低迷及び農家の摘み手不足により減少傾向にあ格の低迷及び農家の摘み手不足により減少傾向にあ
ることから、農家の生産意欲向上と産業の活性化をることから、農家の生産意欲向上と産業の活性化を
図るため、栽培農家を支援します。図るため、栽培農家を支援します。

6ふるさと元気づくり事業
（使途の指定のないもの）

事　業　名 　地域雇用創出推進事業
スポーツ・文化合宿等誘致推進事業
地域観光資源活性化支援事業

活　用　額 　33,000,000円
●地域雇用創出推進事業
　町内事業所の新たな雇用や設備投資への助成、新た
に進出する企業や起業する方に対して支援を行います。
●スポーツ・文化合宿等誘致推進事業
　スポーツ、文化、教育団体等が町内に宿泊して行う
合宿、大会等の経費を助成します。
●地域観光資源活性化支援事業
　「サンドクラフト」や「森岳温泉まつり」等のイベ
ントに助成します。

29年度の活用事業平成2
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三
種
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
、

町
長
選
挙
（
５
月
17
日
任
期
満
了
）
と
町

議
会
議
員
一
般
選
挙
（
６
月
30
日
任
期
満

了
）
を
、
次
の
と
お
り
同
時
に
行
う
こ
と
に

決
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

三
種
町
長
選
挙
お
よ
び

三
種
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

　
　
　
　
　
　
（
同
時
選
挙
）

【
告　

示　

日
】　

５
月
８
日

【
投
・
開
票
日
】　

５
月
13
日

★
同
時
選
挙
に
つ
い
て
★

　

通
常
、
任
期
満
了
に
よ
る
町
長
選
挙
ま

た
は
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
、
そ
れ
ぞ

れ
任
期
満
了
日
前
30
日
以
内
に
行
わ
れ
ま

す
が
、
選
挙
期
日
の
特
例
に
よ
り
、
過
去

２
回
の
選
挙
と
同
様
に『
投
票
率
の
向
上
、

有
権
者
の
負
担
軽
減
、選
挙
経
費
の
節
減
』

の
観
点
か
ら
同
時
選
挙
を
行
う
こ
と
と
し

た
も
の
で
す
。

　

新
た
に
選
挙
さ
れ
る
町
長
の
任
期
は
５

月
18
日
か
ら
、
新
た
に
選
挙
さ
れ
る
町
議

会
議
員
の
任
期
は
７
月
１
日
か
ら
４
年
間

と
な
り
ま
す
。

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

町
長
選
挙
、
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
の

立
候
補
届
出
手
続
き
の
説
明
会
を
合
同
で

行
い
ま
す
。
立
候
補
予
定
者
ま
た
は
代
理

の
方
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
（
２
名
以
内
）。

●

と　

き　

３
月
20
日　

午
前
10
時

●

と
こ
ろ　

八
竜
改
善
セ
ン
タ
ー

選
挙
公
報
の
配
布
方
法
に
つ
い
て

　

三
種
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
町
選

挙
の
際
、
立
候
補
し
た
す
べ
て
の
候
補
者

の
氏
名
、
経
歴
、
政
見
、
政
党
等
の
名
称
・

略
称
等
を
示
し
た
選
挙
公
報
を
発
行
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
選
挙
公
報
は
、
選
挙
告
示
日
以
降

に
新
聞
折
込
（
秋
田
魁
新
報
、北
羽
新
報
、

そ
の
他
全
国
紙
）
に
よ
り
配
布
し
、
そ
の

他
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
や
町
内
各
公

共
施
設
（
本
庁
、
総
合
支
所
、
公
民
館
な

ど
）
へ
備
え
置
き
ま
す
。

　

新
聞
を
購
読
さ
れ
て
い
な
い
世
帯
の
方

で
、
ご
自
宅
へ
の
配
布
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ
の
登
録
を

行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
郵
送
に
よ
り

選
挙
公
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

郵
送
に
よ
る
選
挙
公
報
の
配
布
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
三
種
町
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
登
録
は
新
聞
購
読
を
さ
れ
て
い
な
い
世

帯
に
限
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

三
種
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
（
総
務
課
内
）

　

☎
７
４
―
６
４
２
２

　

町
で
は
、
次
の
日
程
で
特
設
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

　

い
じ
め
、
登
記
問
題
な
ど
、
困
り
ご
と

や
悩
み
ご
と
等
を
抱
え
て
い
る
方
は
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

３
月
９
日　

　
　

山
本
公
民
館

　
　
　
　

※
相
談
時
間　

10
時
〜
15
時

●

人
権
擁
護
委
員　

山
本
地
域

　

千
葉　
　

聡　

信
太　

民
久

　

小
沢　

寿
昭

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
生
活
課　

町
民
係

　

☎
８
５
―
４
８
２
５

　

平
成
30
年
度
の
加
入
申
し
込
み
を
、
２

月
１
日
よ
り
受
付
開
始
し
ま
し
た
。

★
交
通
災
害
共
済

　

掛
金
年
額
３
０
０
円

〔
死　
　

亡
〕 

１
０
０
万
円

〔
後
遺
障
害
〕 

50
万
〜
１
０
０
万
円

〔
傷　
　

害
〕 

入
院
１
日
２
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

通
院
１
日　

８
０
０
円

★
不
慮
の
災
害
共
済　

　

掛
金
年
額
７
０
０
円

〔
死　
　

亡
〕 

60
万
円

〔
後
遺
障
害
〕 

30
〜
60
万
円

〔
傷　
　

害
〕 

入
院
１
日
１
１
０
０
円

　
※
通
院
治
療
期
間
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

◆
共
済
期
間　

　

平
成
30
年
４
月
１
日

　
　

〜
平
成
31
年
３
月
31
日

　
※
途
中
加
入
の
場
合
は
加
入
日
の
翌
日
か
ら

◆
問
い
合
わ
せ
・
加
入
申
込
窓
口

　

町
民
生
活
課　

消
防
防
災
係

　

☎
８
５
―
４
８
２
３

　

山
本
総
合
支
所　

地
域
振
興
係

　

☎
８
３
―
２
１
１
１

　

琴
丘
総
合
支
所　

地
域
振
興
係　

　

☎
８
７
―
２
１
１
１

三
種
町
長
選
挙
お
よ
び
三
種
町

議
会
議
員
一
般
選
挙
の
日
程
が

決
ま
り
ま
し
た

特
設
人
権
相
談
所
開
設

交
通
災
害・不
慮
の
災
害
共
済

飲酒運転等の状況（運転者住居別結果）
１月中 H30累計

酒酔い運転 ０件 ０件

酒気帯び件数 ０件 ０件

飲酒事故（負傷）件数 ０件 ０件

飲酒事故（死亡）件数 ０件 ０件

交通死亡事故件数 ０件 ０件

全県市町村順位（25市町村中）１位（Ｈ29年10位）↑
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町
で
は
、
平
成
28
年
９
月
よ
り
防
災
行

政
無
線
の
整
備
事
業
を
開
始
し
、
放
送
設

備
及
び
屋
外
拡
声
子
局
（
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
）
の
新
設
・
更
新
作
業
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

現
在
は
、
新
設
・
更
新
作
業
は
完
了
し
、

平
成
30
年
４
月
か
ら
の
本
格
運
用
に
向
け

て
試
験
運
用
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、今
回
の
整
備
事
業
と
あ
わ
せ
て
、

防
災
行
政
無
線
を
補
完
す
る
仕
組
み
と
し

て
【
電
話
応
答
サ
ー
ビ
ス
】
と
【
メ
ー
ル

配
信
サ
ー
ビ
ス
】
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

電
話
応
答
サ
ー
ビ
ス

　

防
災
行
政
無
線
の
放
送
が
聞
き
取
り
づ

ら
い
と
き
や
聞
き
逃
し
て
し
ま
っ
た
と
き

は
、電
話
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

確
認
用
電
話
番
号
等
の
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、
４
月
に
チ
ラ
シ
等
で
改
め
て
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

　

防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容
を
携
帯
電

話
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
に
電
子
メ
ー
ル
で
配

信
い
た
し
ま
す
。

　

電
子
メ
ー
ル
の
受
け
取
り
に
は
事
前
の

登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
登
録
方

法
等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
４
月
に

チ
ラ
シ
等
で
改
め
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

　

今
後
も
防
災
行
政
無
線
の
運
用
に
つ
き

ま
し
て
精
査
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　

町
民
生
活
課　

消
防
防
災
係

　

☎
８
５
―
４
８
２
３

防
災
行
政
無
線
に
関
す
る
お
知
ら
せ

家
庭
ご
み
に
お
け
る
蛍
光
管
類
の

分
別
収
集
を
は
じ
め
ま
す
！

◆
蛍
光
管
類
の
回
収
対
象
と

な
る
も
の

環
型
・
直
管
型
等
の
蛍
光
管
や
水
銀
を

使
用
し
た
血
圧
計
、
体
温
計
、
温
度
計

【
注
意
】
回
収
対
象
と

な
ら
な
い
も
の

白
熱
電
球
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
、
デ
ジ
タ
ル

式
の
血
圧
計
や
体
温
計
は
、
水
銀
を
含

ま
な
い
た
め
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

従
来
ど
お
り
「
燃
え
な
い
ご
み
袋
」
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

◆
蛍
光
管
類
の
収
集
日　

　

平
成
30
年
６
月
・
10
月

　

平
成
31
年
３
月
の

　
「
燃
え
な
い
ご
み
」
の
収
集
日

◆
収
集
場
所　

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

◆
蛍
光
管
類
の
出
し
方

①
他
の
ご
み
と
混
ざ
ら
な
い
よ
う
購
入
時

の
箱
に
入
れ
る
か
、
買
い
物
袋
等
に
入

れ
て
、
割
れ
な
い
よ
う
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。
袋
は
町
指
定
の
ご
み
袋
以
外
で

大
丈
夫
で
す
。

②
袋
に
入
ら
な
い
大
き
な
も
の
は
、
そ
の

ま
ま
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
破
損
し
て
い
る
も
の
は
、
破
れ
な
い
よ

う
買
い
物
袋
等
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
生
活
課　

環
境
衛
生
係

　

☎
８
５
―
４
８
２
４

　

各
家
庭
で
使
用
し
た
蛍
光
管
類
（
水
銀
使
用
廃
製
品
）
を
６
月
、10
月
、３
月
の
「
燃

え
な
い
ご
み
の
日
」
に
回
収
し
ま
す
。

　

蛍
光
管
は
９
割
以
上
が
資
源
化
す
る
こ
と
が
で
き
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
が
非
常
に
高
い

も
の
で
す
。環
境
保
全
の
た
め
に
蛍
光
管
類
の
分
別
収
集
へ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

６月から

広報 みたね
mitane town
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秋
田
県
農
業
試
験
場
の
協
力
を
得
て
実
施
し
た
、
じ
ゅ
ん
さ
い

農
薬
登
録
変
更
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
登
録
変
更
と
な
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

30
年
産
（
今
年
）
か
ら
変
更
後
の
使
用
回
数
二
回
と
な
り
ま
す

の
で
適
正
な
農
薬
使
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
農
薬
名　

ア
ド
マ
イ
ヤ
ー
①
粒
剤

◎
変
更
内
容　

使
用
回
数
一
回
か
ら
「
二
回
」
に
変
更

※
注
意　

使
用
量（
３
㎏
／
10
ａ
）は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

じ
ゅ
ん
さ
い
農
薬
登
録
変
更
の
お
知
ら
せ

「
町
長
へ
の
提
言
」
に
つ
い
て

アドマイヤー①粒剤のユスリカ試験データ
10
株
あ
た
り
寄
生
虫
数（
頭
）

30

20

10

0
４月17日 ４月24日 ５月１日 ５月８日 ５月15日 ５月22日

４月20日散布（Ａ沼）

５月 ４日散布（Ｂ沼）

　試験データからは、早い時期の４月20日にアドマイヤー
①粒剤を散布したＡ沼の方がユスリカの被害が少なく防除
効果が高くなっています。

◎
薬
剤
効
果
を

　
　

高
め
る
方
法

・ 

沼
の
水
量
を
少
な
く
し
て

止
水
す
る
。

・ 

散
布
後
少
な
く
と
も
７
日

間
は
水
を
入
れ
な
い
。

・ 

近
隣
圃
場
は
一
斉
に
防
除

を
行
う
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
課　

農
政
係

　

☎
８
５
―
４
８
２
６　

　
「
町
長
へ
の
手
紙
」
は
、
本
年
度
22
件
の
ご
意
見
、
ご
提
言
等
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
手
紙
の
う
ち
、
住
所
・
氏
名
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る

も
の
は
直
接
返
事
を
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
、
届
け
ら
れ
た
２
件

に
つ
い
て
内
容
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。（
手
紙
の
内
容
、
回
答
は
要
約
）

提
言　

防
災
無
線
の
音
量
に
つ
い
て

　

ス
ピ
ー
カ
ー
の
大
音
量
で
、
日
常
生

活
に
支
障
が
あ
り
ま
す
。
放
送
内
容
の

検
討
、
個
別
受
信
機
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
メ
ー

ル
等
の
活
用
も
検
討
し
た
ら
良
い
の
で

は
。

　

新
防
災
シ
ス
テ
ム
に
な
り
、
新
し
い

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
で
放
送
を
始
め
ま
し

た
が
、　

① 

現
地
確
認
を
実
施
し
、
ス
ピ
ー
カ
ー

の
向
き
や
、
個
別
音
量
の
調
整
。

②
６
時
の
時
報
の
中
止
。

③ 

ラ
ジ
オ
体
操
は
防
災
無
線
以
外
の
方

法
で
続
け
る
。

④ 

町
民
の
皆
様
に
対
す
る
情
報
提
供
の

放
送
は
、
夕
方
の
み
と
す
る
。

　

以
上
の
改
善
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
昼

と
夕
方
の
時
報
は
今
ま
で
ど
お
り
放
送

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

　

提
言
に
も
あ
り
ま
す
が
、
情
報
提
供

手
段
と
し
て
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
連
動
さ
せ
る
な
ど
、
新
し

い
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
で
今
後
活

用
し
て
参
り
ま
す
。　
　
　

　

放
送
時
間
を
夕
方
に
限
定
し
、
放
送

内
容
を
精
査
し
て
、
放
送
を
減
ら
す
よ

う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

提
言　

除
雪
に
つ
い
て

　

ほ
と
ん
ど
積
雪
が
な
い
日
も
除
雪
車

が
来
る
の
は
無
駄
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
か
え
っ
て
自
宅
前
に
雪
が
置
か
れ

て
迷
惑
し
て
い
ま
す
。
能
代
市
の
よ
う

に
基
準
を
決
め
て
は
ど
う
か
。

　

町
で
は
毎
年
、
11
月
中
旬
に
除
雪
を

委
託
す
る
業
者
等
と
会
議
を
開
催
し
、

『
降
雪
量
10
㎝
以
上
、
あ
る
い
は
降
雪
量

５
㎝
程
度
で
そ
れ
以
上
に
な
る
と
予
想

さ
れ
る
場
合
、
ま
た
は
吹
き
だ
ま
り
の

生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
に
出
動
す

る
。』
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、『
原
則
と
し
て
午
前
７
時
ま
で

に
完
了
す
る
よ
う
に
す
る
。』
と
も
し
て

お
り
ま
す
。
出
動
は
、
受
託
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
判
断
に
任
せ
て
お
り
、
未
明
に

雪
が
降
っ
て
い
た
り
、
風
雪
に
な
っ
て

い
る
場
合
は
、
除
雪
作
業
を
始
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

町
長
へ
の
提
言
は
随
時
受
け
付
け
て

お
り
、
直
接
返
事
を
差
し
上
げ
ま
す
の

で
、
住
所
氏
名
の
記
載
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

今
後
と
も
、
町
政
運
営
に
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平成30年３月 6



年金
だより

国民年金付加年金制度のお知らせ
国民年金付加年金制度とは
　国民年金の一般保険料に加えて付加保険料（月々400円）を納めると老齢基礎年金に付加年金が上乗
せされます。
　（１）納めることができる方　　 ・国民年金第１号被保険者
　　　　　　　　　　　　　　　　・任意加入被保険者（65歳以上の方を除く）
　（２）付加年金額
　　 　 付加年金額は、「200円×付加保険料納付月数」です。例えば、20歳から60歳までの40年間、付 

　加保険料を納めていた場合の年金額は次のとおりとなります。
　　　 200円　×　480月（40年）　=　96,000円
　　　 なお、付加年金は定額のため、物価スライド（増額・減額）はありません。
お手続き  
　三種町役場または年金事務所に付加年金申出書がございますので必要事項を記載の上ご提出ください。

付加保険料の納め方
①月々の保険料を納付書で納める場合
　 後日送付される付加保険料込みの納付書でお近くの金融機関やコンビニエンスストア等で納めてくだ
さい。
②国民年金保険料を前納で納付済みの場合
　後日送付される付加保険料の納付書でお近くの金融機関やコンビニエンスストア等で納めてください。
③月々の保険料を口座振替（クレジット）で納める場合
　 ご指定の口座から、付加保険料込みの金額が引き落としされます。ただし、金融機関等への手続き関
係で、申出後１か月から２か月は付加保険料の納付書でお近くの金融機関やコンビニエンスストア等
で納めていただく場合もございます。
付加保険料を納める際の留意点
・ 付加保険料は申出した月分からお支払いしていただくことになります。
・ 付加保険料の納期限は、翌月末日（納期限）と定められております。
・  納期限を経過した場合でも、期限から２年間は付加保険料を納めるこ
とができます。

・  付加保険料を納付することを希望しない場合は、付加保険料納付辞退
申出書の提出が必要となります。

・ 国民年金基金に加入している方は付加保険料を納めることはできません。
・  月末が土曜日、日曜日、休日等にあたる場合及び年末の納期限は、翌月
最初の金融機関等の営業日となります。

◆問い合わせ先
　  秋 田 年 金 事 務 所　☎018ー865ー2379　健康推進課国保年金係　☎0185ー85ー2137　
　  琴丘総合支所地域生活係　☎0185ー87ー3516　山本総合支所地域生活係　☎0185ー83ー2115

三種町産の自然薯を食べてみませんか。
すぐ食べれる、すりおろし自然薯もご用意しております。
是非、この機会に地元産の自然薯をお召し上がり下さいませ。

●すりおろし自然薯　
●すりおろししない自然薯 （税込）

ご注文、
お問い合わせ先

※広報を見たとお伝え下さい。どちらも100ｇ

（有）種藤工務店　種藤  勝美
〒018ｰ2104  三種町鹿渡字西小瀬川215ｰ17

広告

広報 みたね
mitane town
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国民年金受給予定者を対
象にした相談を年金窓口
で行っています。お気軽
にご相談ください。



Ｑ　

遊
休
農
地
に
し
て
い
る
と

　
　

税
金
が
高
く
な
る
の
？

Ａ　

 

農
業
委
員
会
が
実
施
し
た  

農
地
の
利
用
意
向
調
査
に

回
答
が
な
い
な
ど
の
理
由

で
、
農
業
委
員
会
が
農
地

中
間
管
理
機
構
と
協
議
す

る
よ
う
勧
告
し
た
遊
休
農

地
は
、
固
定
資
産
税
が
上

が
り
ま
す
。

遊
休
農
地
へ
の
課
税
強
化
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

遊
休
農
地
へ
の
課
税
強
化
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

平
成
29
年
度
か
ら

ストップ！遊
休農地

ストップ！遊
休農地遊休農地所有者が、農業委員会から利用意向確

認で意向を表明せず、「放置したまま」にして
いると

流　れ

農地の固定資産税の評価額が「1.8倍」になり
ます

農業委員会から農地中間管理機構と協議するよ
う「勧告」され

◆問い合わせ先　農業委員会事務局　☎85－4832

◆遊休農地にしないことが大切です。
　万が一遊休農地となってしまった場合でも、農業委員会からの
意向確認にはきちんと意向を表明し、自ら耕作を再開するか、農
地中間管理機構等を通じて担い手に貸し付けるなどしましょう。

◆耕作者が見つかるまでは保全管理をしましょう
　自ら保全管理をできない場合は、地域の農家などに保全管理を頼みましょう。
〈保全管理の例〉　水張り、草刈り、耕うん、景観作物の栽培　など

漏水発見にご協力を（２月に山本地域で漏水事故発生）
　２月10日（土）の深夜、牛沢付近の県道能代五城目線において水道本管の漏水事故が発生し、下岩川地
区全域、豊岡、飛塚、中沢、牛沢の各集落が断水となりました。 　
　復旧は、豊岡、飛塚、中沢集落が11日の未明、牛沢集落、下岩川地区は昼過ぎとなりました。  　
　町民の皆様には大変ご不便とご迷惑をおかけしました。    　
　漏水事故は、予測が難しいのが実情です。皆様からの情報が早期復旧につながりますので、「自宅の水道
が出ない」「道路脇から水が不自然に流れ出ている」場合などは、上下水道課へ連絡をお願いします。

◆上下水道課　水道係　☎83－2113
　※休日や夜間の緊急時の連絡は、山本総合支所代表電話 （☎83－2111）へお願いします。

まずは活用の
方向性を決めよう

どうしようかなぁ

広告

平成30年３月 8



平
成
30
年
７
月
か
ら

三
種
町
農
業
委
員
会
が
変
わ
り
ま
す

　

農
地
集
約
・
集
積
に
よ
る
地
域
農
業
の
担
い
手
の
経
営
力
向
上
や
遊
休

農
地
の
発
生
防
止
な
ど
を
図
る
た
め
、
平
成
28
年
４
月
１
日
に
改
正
農
業

委
員
会
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。　

　

こ
れ
を
受
け
、
三
種
町
農
業
委
員
会
は
平
成
30
年
７
月
か
ら
新
体
制
に

移
行
し
ま
す
の
で
、
こ
の
新
制
度
・
新
体
制
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
農
地
利
用
最
適
化
を
推
進
し
ま
す

　

農
地
の
転
用
・
売
買
・
貸
借
と
い
っ
た
こ

れ
ま
で
の
許
認
可
業
務
に
加
え
、
今
改
正
に

よ
り
「
農
地
利
用
の
最
適
化
（
農
地
集
約
、

遊
休
農
地
対
策
等
）」
の
取
組
が
農
業
委
員

会
の
最
重
要
業
務
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
推
進
体
制
の
強
化
の
た
め
、

こ
れ
を
専
門
的
に
担
う
業
務
が
新
設
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
つ
い
て
も

推
薦
・
応
募
制
が
採
用
さ
れ
ま
す
が
、
国
の

基
準
を
充
た
し
て
い
る
た
め
農
業
委
員
が
推

進
委
員
を
兼
務
し
ま
す
。

■
選
出
方
法
が
推
薦
・
応
募
制
に
変
わ

り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
の
公
選
制
が
廃
止
さ
れ
、
農
業

者
・
農
業
団
体
の
推
薦
お
よ
び
応
募
に
よ
る

候
補
者
の
中
か
ら
町
長
が
議
会
の
同
意
を
得

て
農
業
委
員
を
任
命
す
る
方
法
に
変
わ
り
ま

す
（
定
数
22
人
）。

　

ま
た
、
農
業
委
員
の
過
半
を
認
定
農
業
者

（
11
人
以
上
）
と
す
る
こ
と
な
ど
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

■
委
員
の
募
集
に
つ
い
て

○
募
集
期
間

　

２
月
26
日
〜
３
月
30
日

※
委
員
の
募
集
要
項
お
よ
び
農
業
委
員
会
制

度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

三
種
町
農
業
委
員
会

　

☎
８
５
ー
４
８
３
２

元
気
を
わ
か
ち
あ
う
プ
レ
ゼ
ン

元
気
を
わ
か
ち
あ
う
プ
レ
ゼ
ン

新
・
元
気
づ
く
り
支
援
事
業

新
・
元
気
づ
く
り
支
援
事
業

　

地
域
住
民
等
が
積
極
的
に
展
開
す
る
事
業
に

50
万
円
を
上
限
と
し
、
10
分
の
９
補
助
で
支
援

し
て
き
た
本
事
業
の
公
開
報
告
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

事
業
を
実
施
し
た
43
団
体
の
実
績
が
発
表
さ

れ
、
終
了
後
は
交
流
会
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。

●

と　

き　

３
月
17
日　

13
時
30
分
〜

●

と
こ
ろ　

八
竜
改
善
セ
ン
タ
ー

●

交
流
会
負
担
金

　
　

１
人
１
０
０
０
円
（
参
加
者
の
み
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課　

企
画
係

　

☎
８
５
ー
４
８
１
７

町の工事契約状況
（工事名および契約額、工期）

●農地農業用施設災害復旧事業12‒200号工事

　成和建設(株) 3,272,400円　12/25～3/16

●農地農業用施設災害復旧事業12‒202号工事

　成和建設(株) 3,715,200円　 1/17～3/16

報

告

会

広報 みたね
mitane town
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平
成
29
年
度

●

視
察
研
修
報
告

三
浦
久
美
子

　

私
た
ち
ド
ラ
ゴ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ン

タ
ー
「
ま
ご
こ
ろ
の
会
」
は
先
進
地
研
修

と
し
て
青
森
県
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
視
察
は
、
青
森
県
平
川
市
の

「
産
直
セ
ン
タ
ー
ひ
ら
か
」
で
し
た
。
店

内
は
、
Ｊ
Ａ
の
資
材
売
場
と
農
産
物
が
一

体
化
さ
れ
た
売
場
で
し
た
。
Ｊ
Ａ
の
商
品

と
、産
直
の
商
品
は
区
別
し
て
販
売
さ
れ
、

従
業
員
な
ど
管
理
は
す
べ
て
Ｊ
Ａ
と
の
こ

と
で
し
た
。

り
、業
者
用
の
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
し
た
。

　
「
観
光
農
園
ア
グ
リ
の
里
お
い
ら
せ
」

は
、
体
験
型
総
合
観
光
農
園
で
、「
見
る
、

収
穫
、
食
べ
る
、
ふ
れ
あ
い
を
」
テ
ー
マ

と
し
て
、
お
年
寄
り
や
障
が
い
の
あ
る
方

に
も
利
用
し
や
す
い
、
地
域
、
福
祉
、
農

業
、
観
光
を
合
わ
せ
た
活
動
を
し
て
い
ま

し
た
。

　

大
き
な
敷
地
と
環
境
、
そ
し
て
整
備
の

整
っ
た
施
設
が
う
ら
や
ま
し
く
も
あ
り
、

ま
た
、
今
後
の
活
動
に
大
変
勉
強
に
な
っ

た
研
修
で
し
た
。

●

研
修
を
終
え
て　

及
位
由
美
子

　

最
初
に
視
察
し
た
「
産
直
セ
ン
タ
ー
ひ

ら
か
」
は
平
成
16
年
に
開
設
。
14
年
目
を

迎
え
る
今
、
売
上
げ
は
２
億
７
千
万
円
と

の
事
。
主
力
は
、
リ
ン
ゴ
や
く
だ
も
の
、

南
八
甲
田
の
高
原
野
菜
で
す
が
、
花
に
も

力
を
入
れ
て
お
り
、
た
く
さ
ん
の
種
類
が

お
店
に
並
ん
で
い
て
、
と
て
も
華
や
か
で

し
た
。

　

ま
た
、津
軽
の
桃
が
お
い
し
い
と
聞
き
、

　

２
日
目
は
お
い
ら
せ
町
の
「
観
光
農
園

ア
グ
リ
の
里
お
い
ら
せ
」の
視
察
で
し
た
。

　

こ
こ
は
天
然
温
泉
の
地
熱
活
用
の
ハ
ウ

ス
施
設
で
し
た
。
熱
帯
果
樹
園
で
は
、
バ

ナ
ナ
、
パ
パ
イ
ヤ
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー

ツ
、
又
、
１
２
０
０
坪
の
連
棟
ハ
ウ
ス
で

は
、
真
赤
な
い
ち
ご
は
、
実
を
付
け
て
い

ま
し
た
。
直
売
所
で
販
売
、お
菓
子
、レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
に
使
用
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

三
種
町
に
も
立
派
な
温
泉
が
あ
る
の

で
、
冬
の
間
の
お
客
様
の
呼
び
込
み
な
ど

活
用
で
き
た
ら
い
い
と
思
い
ま
し
た
。
今

後
の
私
た
ち
の
活
動
の
参
考
に
な
る
有
意

義
な
研
修
で
し
た
。

●

青
森
産
直
視
察
に
つ
い
て岩

谷　

敬
子

　
「
産
直
セ
ン
タ
ー
ひ
ら
か
」
は
会
員

１
５
２
名
。
事
務
関
係
含
め
、
農
協
が
運

営
し
て
い
ま
す
。

　

店
舗
の
特
徴
は
、
地
元
産
の
野
菜
の
提

供
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
大
根
、

白
菜
、
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
は
ト
ラ
ッ
ク
で
運

ん
で
来
て
も
１
日
で
全
部
売
り
切
る
程
の

人
気
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、
花
（
会
員

30
名
）、加
工
、手
芸
、果
物
と
５
品
物
が
あ

早
速
桃
の
シ
ロ
ッ
プ
漬
け
と
桃
の
ソ
フ
ト

を
購
入
。ほ
ん
の
り
桃
の
味
は
お
い
し
く
、

き
っ
と
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
え
る
だ
ろ
う
と

思
い
ま
し
た
。

　

２
日
間
い
ろ
ん
な
体
験
や
視
察
が
出
来

て
、
と
て
も
有
意
義
な
２
日
間
で
し
た
。

●

直
売
視
察
研
修
に
参
加
し
て

畠
山　

好
子

　
「
産
直
セ
ン
タ
ー
ひ
ら
か
」
で
は
、
説

明
に
、
皆
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
意
見
交
換

し
、
大
変
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
事
が

出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
大
根
の
売
り
も
、

ト
ラ
ッ
ク
一
台
持
っ
て
き
て
も
一
日
で
捌

け
る
と
の
事
、
驚
き
と
共
に
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。

　
「
ア
グ
リ
の
里
お
い
ら
せ
」
で
は
、
ハ

ウ
ス
で
バ
ナ
ナ
や
パ
パ
イ
ヤ
な
ど
の
く
だ

も
の
を
育
て
た
り
、
特
に
い
ち
ご
作
り
は

す
ば
ら
し
か
っ
た
で
す
。
ハ
ウ
ス
は
何
棟

も
有
り
感
動
し
ま
し
た
。

　

ハ
ウ
ス
の
お
蔭
で
冬
場
の
お
客
も
絶
え

な
い
と
か
…
ど
こ
の
直
売
も
伸
ば
せ
る
所

は
手
を
抜
か
ず
、
力
を
注
げ
ば
い
い
の
で

は
な
い
か
と
悟
り
ま
し
た
。
と
て
も
有
意

義
な
２
日
間
で
し
た
。

　

本
事
業
は
、
農
業
の
中
核
と
な
る
べ
き
農
業
者
の
方
が
た

が
、
先
進
農
業
地
の
優
れ
た
農
家
か
ら
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

生
産
技
術
等
を
体
得
す
る
こ
と
を
目
的
に
研
修
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。

◆視察研修報告書
　

　団体：ドラゴン
フレッシュセンタ

ー

　　　　　　　　
　　「まごころの

会」

　研修月日：平成
30年１月24日～2

5日

　研 修 地：青森
県

　　平　川　市　「産
直センターひらか」

　　おいらせ町　「観
光農園アグリの里おい

らせ」

三
種
町
農
業
人
材
育
成
事
業
報
告

平成30年３月 10



と
い
う
か
ら
驚
き
で
す
。

　
「
ア
グ
リ
の
里
お
い
ら
せ
は
」、
体
験
型

観
光
農
園
が
売
り
で
、
地
元
の
食
材
・
自

分
の
作
っ
て
い
る
も
の
を
活
用
す
る
レ
ス

ト
ラ
ン
、
冬
期
間
に
負
け
な
い
強
い
直
売

所
を
、
と
の
こ
と
で
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

イ
チ
ゴ
摘
み
取
り
、
体
験
型
工
房
、
熱
帯

果
樹
園
、
水
耕
プ
ラ
ン
ト
、
天
然
足
湯
、

動
物
ふ
れ
あ
い
等
な
ど
、
な
ん
と
も
広
い

土
地
に
広
い
駐
車
場
有
り
で
ど
ち
ら
も
う

ら
や
ま
し
く
思
い
ま
し
が
、
来
客
数
の
減

少
は
ど
こ
も
同
じ
悩
み
で
、
産
地
間
の
物

産
交
流
を
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

福
祉
と
の
繋
ぎ
合
わ
せ
事
業
を
展
開
す

る
ア
グ
リ
の
里
で
す
が
、
私
達
直
売
所
、

ド
ラ
ゴ
ン
も
、
子
供
↓
学
校
、
お
年
寄
↓

施
設
、
障
が
い
者
と
の
関
わ
り
を
も
つ
よ

う
に
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

●

視
察
研
修
に
参
加
し
て

安
部　

伸
子

　
「
産
直
セ
ン
タ
ー
ひ
ら
か
」
は
、
り
ん

ご
が
豊
富
で
し
た
が
、
花
き
も
溢
れ
ん
ば

か
り
に
充
実
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
野

菜
や
果
物
加
工
等
六
つ
の
部
会
が
あ
っ

て
、
部
会
毎
に
話
し
合
い
を
し
て
取
り
決

め
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。津
軽
の
桃
の
産
地
な
の
で
、次
は
是

非
旬
の
九
月
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
「
ア
グ
リ
の
里
お
い
ら
せ
」は
、「
見
る
、

収
穫
す
る
、食
べ
る
、ふ
れ
あ
う
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、
と
て
も
魅

力
あ
る
施
設
で
し
た
。
苺
農
園
は
、
夏
苺

と
冬
苺
の
両
方
を
栽
培
し
て
い
て
、
通
年

美
味
し
い
苺
が
食
べ
ら
れ
ま
す
。
実
際
に

見
る
と
圧
巻
の
広
さ
で
し
た
が
、
面
積
が

広
い
た
め
急
激
な
温
度
変
化
が
少
な
く
、

年
間
を
通
し
て
品
質
の
良
い
苺
を
栽
培
出

来
る
そ
う
で
す
。　
　

●

視
察
研
修
に
参
加
し
て

梅
田
ル
ミ
子

　
「
産
直
セ
ン
タ
ー
ひ
ら
か
」
は
、
お
お

あ
に
弘
前
イ
ン
タ
ー
を
降
り
10
分
ほ
ど
の

場
所
に
あ
り
、
近
く
に
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
が
立
ち
並
ぶ
交
通
の
便
に
恵
ま

れ
た
所
で
し
た
。

　

冬
期
間
と
い
う
こ
と
も
あ
り
葉
物
野
菜

は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
た
く
さ
ん
の

加
工
品
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
地
域

は
、
津
軽
の
桃
が
採
れ
る
そ
う
で
、
そ
の

桃
を
加
工
し
た
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
や
ス

イ
ー
ツ
が
人
気
だ
そ
う
で
す
。
大
き
く
食

べ
応
え
が
あ
り
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で

す
。

　

ま
た
、
豆
腐
や
お
花
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
切
り
花
や
鉢
物
な
ど
き
れ
い
で
新
鮮

な
花
々
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
、
店
内
は
と

て
も
活
気
づ
い
て
い
ま
し
た
。
今
回
学
ん

で
き
た
こ
と
を
、
今
後
の
活
動
に
生
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●

視
察
研
修
報
告

牧
野　

篤
子

　
「
産
直
セ
ン
タ
ー
ひ
ら
か
」
は
Ｊ
Ａ
の

管
理
で
、
私
た
ち
の
直
売
所
の
運
営
の
仕

方
の
違
う
面
を
知
る
事
が
で
き
た
の
が
大

変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

り
ん
ご
の
産
地
と
新
し
く
桃
の
産
地
に

な
っ
た
と
の
事
。
大
変
お
い
し
か
っ
た
で

す
。
ま
た
、
夏
は
南
八
甲
田
高
原
野
菜
・

大
根
な
ど
が
１
日
に
ト
ラ
ッ
ク
何
台
分
も

売
れ
る
そ
う
で
、
夏
の
涼
し
さ
が
う
ら
や

ま
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
「
ア
グ
リ
の
里
お
い
ら
せ
」

は
冬
場
に
温
泉
熱
を
利
用
し
た
い
ち
ご
、

バ
ナ
ナ
な
ど
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
日

照
時
間
が
神
奈
川
県
と
同
じ
だ
と
い
う
こ

と
で
、
立
地
条
件
が
う
ら
や
ま
し
く
思
い

ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
の
直
売
所
も
私
た
ち
の
直
売
所

と
は
、
全
く
違
っ
た
運
営
の
形
で
し
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
良
い
所
を
こ
れ
か
ら
の

私
ど
も
の
活
動
に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

●

研
修
を
終
え
て

清
水　

勝
子

　　

１
日
目
の
「
産
直
セ
ン
タ
ー
ひ
ら
か
」

は
八
甲
田
の
す
ぐ
ふ
も
と
で
、
寒
暖
の
差

が
激
し
い
気
候
を
い
か
し
た
高
原
野
菜
、

り
ん
ご
、
モ
モ
が
目
玉
。
も
ち
ろ
ん
山
菜
、

キ
ノ
コ
と
山
の
幸
有
り
で
、
ト
ラ
ッ
ク
で

野
菜
を
生
産
者
が
何
台
も
運
び
、
そ
れ
が

ま
た
た
く
間
に
売
り
切
れ
の
状
態
と
な
る

　

も
ち
小
麦
の
販
売
に
も
取
り
組
ん
で
い

て
、
試
食
で
頂
い
た
も
ち
小
麦
で
作
っ
た

団
子
入
り
の
ぜ
ん
ざ
い
も
美
味
し
か
っ
た

で
す
。
私
も
お
菓
子
に
使
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
敷
地
内
に
は
、
農
園
レ
ス

ト
ラ
ン
や
バ
ナ
ナ
ハ
ウ
ス
、
足
湯
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
が
、
一
日
い
っ
ぱ
い
い
て
も

楽
し
め
そ
う
な
総
合
観
光
農
園
は
、
産
直

も
年
々
厳
し
く
な
る
時
代
に
、
素
晴
ら
し

い
施
設
だ
と
思
い
ま
し
た
。

●

視
察
研
修
を
終
え
て

児
玉　

妙
子

　
「
産
直
セ
ン
タ
ー
ひ
ら
か
」
は
、
八
甲

田
高
原
野
菜
と
、
り
ん
ご
、
桃
な
ど
の
く

だ
も
の
、
色
と
り
ど
り
の
花
が
豊
富
に
そ

ろ
っ
て
い
ま
し
た
。
今
の
時
期
は
桃
を
中

心
に
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
や
シ
ロ
ッ
プ
漬
け

に
加
工
し
て
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
「
ア
グ
リ
の
里
お
い
ら
せ
」
は
、
年
中

と
れ
る
イ
チ
ゴ
、
バ
ナ
ナ
、
パ
パ
イ
ヤ
。

本
当
に
北
国
の
直
売
所
な
の
か
と
思
い
ま

し
た
。

　

イ
チ
ゴ
、
バ
ナ
ナ
、
パ
パ
イ
ヤ
、
そ
の

他
の
野
菜
も
加
工

し
て
直
売
所
や
レ

ス
ト
ラ
ン
な
ど
に

出
荷
さ
れ
て
ま
し

た
。
私
達
ド
ラ
ゴ

ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ

ン
タ
ー
も
す
ぐ
に

は
ま
ね
出
来
な
い

所
も
あ
り
ま
す

が
、
多
く
お
客
さ

ん
に
来
て
も
ら
え

る
様
に
視
察
し
て

来
た
こ
と
を
取
り

入
れ
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

広報 みたね
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保健センター

☎83－5555

歯
と
口
の
健
康
に
関
す
る
作
品

歯
と
口
の
健
康
に
関
す
る
作
品

入
選
者
を
ご
紹
介
し
ま
す

　

11
月
８
日
「
い
い
歯
の
日
」
に
ち
な
み
、
町
内
の
児
童
・
生

徒
の
皆
さ
ん
に
、「
歯
と
口
の
健
康
に
関
す
る
作
品
」
を
募
集

し
ま
し
た
。
多
数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

ぬ
り
え
（
応
募
３
２
９
点
）

 

ポ
ス
タ
ー
（
応
募
30
点
）

 

標
語
（
応
募
６
８
０
点
）

●

４
歳
児
の
部

特
選　

相
沢
莉り

い

な
依
菜　
　

鵜
川
保
育
園

入
選　

工
藤　

咲さ
ゆ
き雪　

　

琴
丘
保
育
園

入
選　

小
嶋　

希き
り
ゅ
う龍

下
岩
川
保
育
園

●

５
歳
児
の
部

特
選　

梅
田　

恋こ

こ子　
　

浜
口
保
育
園

入
選　

山
田　

玲れ

な奈　
　

琴
丘
保
育
園

入
選　

藤
原　

夢ゆ

わ和　
　

森
岳
保
育
園

●

小
学
１
年
生
の
部

特
選　

若
狭　

そ
ら　
　

琴
丘
小

入
選　

珍
田　

七な
な
ほ穂　

　

金
岡
小

入
選　

三
浦　

和な
ご
み笑　

　

湖
北
小

●

小
学
２
年
生
の
部

特
選　

田
村
ま
ひ
る　
　

金
岡
小

入
選　

國
柄　

李り

い衣　
　

琴
丘
小

入
選　

長
門　

翔し
ゅ
う
と飛　

　

浜
口
小

●

小
学
３
・
４
年
生
の
部　
　
　
　

特
選　

清
水　
　

空そ
ら　

　

浜
口
小
３
年

入
選　

荒
川　

瑞み
ず
き稀　

　

浜
口
小
３
年

入
選　

清
水　
　

葵あ
お
い　

　

浜
口
小
３
年

●

中
学
生
の
部

特
選　

小
嶋　
　

祈い
の
り　

　

山
本
中
３
年

入
選　

安
藤　

壮そ

ら良　
　

山
本
中
３
年

入
選　

梅
田
野の

の

か
々
華　
　

八
竜
中
２
年

●

小
学
３
・
４
年
生
の
部　
　
　
　

特
選　

鎌
田　

陽ひ
な
た詩　

　

琴
丘
小
４
年

入
選　

石
井　

竜た
つ
き樹　

　

森
岳
小
４
年

入
選　

田
森　
　

巴と
も
え　

　

湖
北
小
４
年

●

小
学
５
・
６
年
生
の
部

特
選　

石
井　

羽う

み未　
　

金
岡
小
５
年

入
選　

近
藤　

七な
な
み海　

　
下
岩
川
小
６
年

★入選された方は、３月23日、山本ふるさと文化館で行われる歯
科表彰式で表彰します。

入
選　

畠
山　

重し
げ
た汰　

　

浜
口
小
５
年

●

中
学
生
の
部

特
選　

佐
藤　

瑠る

か花　
　

八
竜
中
３
年

入
選　

鴨
田
翔し

ょ
う
た
ろ
う

太
郎　
　

琴
丘
中
１
年

入
選　

若
松　

彪ひ
ゅ
う
が空　

　

山
本
中
１
年

ポスター小学３・４年生の部特選

ポスター中学生の部特選

　４月からの入園・入学に備えて、
必要な予防接種をすませ、病気を未
然に防ぎましょう。（母子健康手帳で
お子さんの接種状況をご確認ください）子ども予防接種週間です。

３３月月

平成
30年

平成
30年
１ 日（木）～ ７ 日（水）は

平成30年３月 12



　

平
成
28
年
度
の
乳
幼
児
健
診
に
お
け
る
歯
科
健
診
の
結
果
を

ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

１
歳
６
か
月
健
診
を
受
け
た
子
ど
も

で
、
む
し
歯
が
あ
る
子
ど
も
は
一
人
も

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
２
歳
児
は
、
む
し

歯
の
あ
る
子
ど
も
の
数
が
３
歳
児
よ
り

も
少
な
く
、
そ
の
分
、
一
人
で
何
本
も

む
し
歯
を
持
っ
て
い
る
子
ど
も
が
い
る

よ
う
で
す
（
表
１
・
グ
ラ
フ
１
）。

　

３
歳
児
健
診
を
受
け
た
子
ど
も
の
過

去
の
歯
の
状
況
を
み
る
と
、
年
齢
と
共

に
む
し
歯
の
罹
患
率
が
高
く
な
り
、
１

歳
６
か
月
健
診
の
時
点
で
む
し
歯
の
な

か
っ
た
子
ど
も
も
、
大
き
く
な
る
と
む

し
歯
が
で
き
て
し
ま
う
傾
向
に
あ
り
ま

す
（
グ
ラ
フ
２
）。　

　

乳
歯
は
抜
け
落
ち
る
も
の
だ
か
ら
む

し
歯
に
な
っ
て
も
良
い
と
い
う
こ
と
は

な
く
、
永
久
歯
に
生
え
変
わ
っ
て
か
ら

も
、
む
し
歯
に
な
る
確
立
が
高
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
永
久
歯
が
む
し
歯
に

な
ら
な
い
た
め
に
も
乳
歯
が
生
え
始
め

た
時
期
か
ら
む
し
歯
予
防
の
ケ
ア
を
し

ま
し
ょ
う
。

　

町
で
は
、
年
度
末
に
む
し
歯
の
な
い

３
歳
児
の
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

生
涯
き
れ
い
な
歯
で
い
ら
れ
る
よ

う
、
毎
日
の
お
口
の
ケ
ア
を
家
族
み
ん

な
で
続
け
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
う
ち
か
ら
歯
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う

子
ど
も
の
う
ち
か
ら
歯
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う

〜
乳
幼
児
歯
科
健
診
の
結
果
か
ら
〜

使
用
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す
!!

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
・
受
診
券
が
使
え
る

が　

ん　

検　

診

年齢 生　年　月　日 子宮頸がん 乳がん 胃がん 大腸がん 備　考
20歳 平成 8年4月2日～平成 9年4月1日 〇 クーポン券
30歳 昭和61年4月2日～昭和62年4月1日 ○○ 受 診 券
31歳 昭和60年4月2日～昭和61年4月1日 ○○ 受 診 券
32歳 昭和59年4月2日～昭和60年4月1日 ○○ 受 診 券
33歳 昭和58年4月2日～昭和59年4月1日 ○○ 受 診 券
34歳 昭和57年4月2日～昭和58年4月1日 ○○ 受 診 券
40歳 昭和51年4月2日～昭和52年4月1日 〇 クーポン券
41歳 昭和50年4月2日～昭和51年4月1日 △△ 受 診 券
42歳 昭和49年4月2日～昭和50年4月1日 △△ 受 診 券
43歳 昭和48年4月2日～昭和49年4月1日 △△ 受 診 券
44歳 昭和47年4月2日～昭和48年4月1日 △△ 受 診 券
50歳 昭和41年4月2日～昭和42年4月1日 ○ ○○ 受 診 券
51歳 昭和40年4月2日～昭和41年4月1日 ○○ 受 診 券
52歳 昭和39年4月2日～昭和40年4月1日 ○ ○○ 受 診 券
53歳 昭和38年4月2日～昭和39年4月1日 ○○ 受 診 券
54歳 昭和37年4月2日～昭和38年4月1日 ○ ○○ 受 診 券
56歳 昭和35年4月2日～昭和36年4月1日 ○○ 受 診 券
58歳 昭和33年4月2日～昭和34年4月1日 ○○ 受 診 券

○印：全ての方が対象
△△印： 昨年度（平成28年度）内に町の検診を受けていない方（集団検診、人間ドック、医療機関方

式等で町の助成を受けていない方）が対象

●無料クーポン券・受診券検診の対象となる年齢

●利用できる
　医療機関

医 療 機 関 名 電話番号
能代厚生医療センター　健診センター ５２－３１１１（代表）
JCHO秋田病院　健康管理センター ５２－３２７１（代表）

　

町
で
は
、
が
ん
検
診
受
診
の
向
上
、
が
ん
死
亡
率
の
減
少
を
目

指
し
、
左
記
の
年
齢
の
方
へ
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
・
受
診
券
を
お
送

り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
利
用
し
て
い
な
い
方
は
、
お
早
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【表１】 平成28年度乳幼児健診における歯科健診の結果

１歳６か月 ２歳 ３歳
受診者数 62人 69人 80人
う歯保有者数  0人  7人 19人
う歯総数  0本 34本 62本

【グラフ１】

0.49 0.78
4.86 3.26

0

10.1

23.8

0

2

4

6

8

10

１歳６か月児 ２歳児 ３歳児

一人平均う歯本数 保有者平均う歯本数 う歯罹患率

罹患率（％）むし歯本数（本） 平成28年度歯科健診の結果

0

5

10

15

20

25

【グラフ２】

0.29 0.42 0.78

5
3.75

3.26
5.8

11.1

23.8

0

2

4

6

8

10

１歳６か月健診 ２歳児健診 ３歳児健診

平成28年度３歳児健診受診者の過去の
歯科健診結果を振り返ってみると･･･

一人平均う歯本数 保有者平均う歯本数 う歯罹患率

むし歯本数
（本）

罹患率（％）

0

5

10

15

20

25
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◆申し込み・問い合わせ先　福祉課　地域包括支援センター　☎85－4835

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

●
と　

き　

３
月
19
日

●
と
こ
ろ　

山
本
公
民
館

●
参
加
費　

無　

料

今
月
の
予
定

●「いきいき元気塾」日程

●琴丘地域を利用される方へ
琴丘地域会場は２回（パレス琴丘）ありますが、
初めて利用される方は、原則として琴丘地域Ｂを
利用していただきます。

地域 八竜地域 琴丘地域Ａ 山本地域 琴丘地域Ｂ

会場 八竜改善センター パレス琴丘 山本公民館 パレス琴丘

月日 ３月６日 ３月13日 3月20日 ３月28日

◆
認
知
症
予
防
教
室

　

わ
く
わ
く
！

脳
力
ア
ッ
プ
教
室

在
宅
介
護
推
進
の
た
め

の
多
職
種
連
携
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た

◆
認
知
症
予
防
教
室

「
わ
く
わ
く
！
脳
力
ア
ッ

プ
教
室
」 

を
地
区
巡
回

で
も
実
施
し
ま
す
！

　

ら
く
膝
教
室

　
　
　

参
加
者
募
集

◆
転
倒
予
防
教
室

　

い
き
い
き
元
気
塾

　

転
倒
な
ど
に
よ
る
寝
た
き
り
を
予
防

し
、
自
分
ら
し
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
、
運
動
を
通
し
て
筋
力
の
維
持
、
向

上
を
は
か
り
ま
す
。

●
参
加
費　

１
１
０
０
円

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル（
ミ
ニ
）
代

（
お
持
ち
で
な
い
方
）

　

体
を
動
か
し
な
が
ら
、
脳
を
活
性
化

し
、
認
知
症
予
防
を
め
ざ
し
ま
す
。

　もの忘れで困っている方や家族、認
知症の方を支えたい方が集まってお茶
を飲みながら交流し、語り合う場です。
どなたでもご参加いただけます。

●と　き　３月15日　
　　　　　13：30～15：00
●ところ　琴丘地域拠点センター
●参加費　無料（出入り自由）

おれんじカフェおれんじカフェ
認知症になっても
　　　地域で暮らすために… ■

各
教
室
共
通
事
項

　

対　

象　

お
お
む
ね
65
歳
以
上

　

持
ち
物　

内
ズ
ッ
ク
、
飲
み
物

　

申
し
込
み　

随
時　

　
　

※
教
室
は
毎
月
１
回
開
催
予
定

　

時　

間　

10
時
〜
11
時
30
分

◆
４
月
以
降
の
介
護
予
防
教
室
に
つ
い
て

　

ひ
ざ
の
セ
ル
フ
ケ
ア
（
自
分
で
行
う

手
入
れ
）
の
方
法
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

◆
時　

間　

10
時
〜
11
時
30
分

　

医
療
や
介
護
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
が

包
括
的
、
継
続
的
に
提
供
で
き
る
三
種

町
の
し
く
み
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、

１
月
20
日
、
八
竜
改
善
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
関
係
者
40

人
が
参
加
し
て
、
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

薬
の
管
理
や
お
薬
手
帳
の
活
用
な

ど
、「
く
・
す
・
り
」
を
テ
ー
マ
に
赤

玉
薬
局
薬
剤
師
の
戸
松
大
輔
氏
か
ら
の

話
題
提
供
の
後
、
職

種
の
垣
根
を
越
え

て
、
自
由
に
意
見
を

交
換
し
ま
し
た
。

　

普
段
話
を
す
る
機

会
の
な
い
職
種
の
相

互
理
解
が
す
す
み
、

課
題
等
に
つ
い
て
も

共
有
す
る
こ
と
が
で

き
た
研
修
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

現
在
、
月
１
回
、
山
本
公
民
館
を
会

場
に
実
施
し
て
い
る
教
室
に
加
え
、
地

区
巡
回
で
も
実
施
し
ま
す
。

●
山
本
公
民
館　
　

通　

年　

◆
と
こ
ろ　

琴
丘
地
域
拠
点
セ
ン
タ
ー

◆
対
象
者　

 

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
概
ね
65
歳
以
上
の
方

で
、
ひ
ざ
に
痛
み
や
違
和

感
の
あ
る
方

◆
参
加
費　

１
４
０
０
円（
ボ
ー
ル
代
）

◆
定　

員　
　

先
着
15
名

◆
申
込
期
限　

３
月
20
日

●
浜
田
公
民
館　
　

４
〜
７
月

●
旧
鯉
川
小
学
校　

８
〜
11
月

●
す
い
ら
ん
の
館　

12
〜
3
月

◆
４
月
の
予
定

　

４
月
４
日　

山
本
公
民
館

４
月
18
日　

浜
田
公
民
館

※
お
住
ま
い
の
地
区
に
関
係
な
く
全
会

　

場
に
参
加
で
き
ま
す
。

回数 月日
１ ４月25日

２ ５月 ９日

３ ５月23日

４ ６月13日

５ ７月11日

６ ８月８日

７ ９月５日

◆全７回コース

平成30年３月 14



◆問い合わせ先　保健センター　☎83－5555・FAX 83－3857◆問い合わせ先　三種町保健センター　☎83－5555

こころ通信

こころちゃん心
の
ふ
れ
あ
い
相
談
員

　

養
成
講
座
を
振
り
返
っ
て

　

昨
年
12
月
か
ら
１
月
に
か
け
て
４
回
開
催
し
た

「
心
の
ふ
れ
あ
い
相
談
員
養
成
講
座
」
の
要
旨
を
報

告
し
ま
す
。

　

こ
の
講
座
は
心
の
健
康
づ
く
り
や
自
殺
対
策
に

関
心
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
地
域
で
心
の
悩
み
が

あ
る
人
の
話
を
聞
い
た
り
、
相
談
機
関
へ
つ
な
い

で
い
く
活
動
が
で
き
る
相
談
員
を
養
成
す
る
こ
と

を
目
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

対
人
援
助
の
３
つ
の
要
素
は

　
　
　
　
「
技
術
・
知
識
・
価
値
」

技
術　

 

視
線
を
合
わ
せ
、
相
手
が
分
か
り

や
す
く
伝
え
る
工
夫
を
す
る
。

知
識　

 

わ
か
ら
な
い
こ
と
は
繰
り
返
し
調

べ
、
知
識
を
定
着
さ
せ
る
。

価
値　

自
分
で
人
生
を
切
り
開
い
て
き
た

人
は
、
環
境
が
変
わ

る
と
強
い
ス
ト
レ
ス

に
な
る
。

　

人
と
し
て
の
尊
厳

は
変
わ
ら
な
い
。
生

き
る
意
味
を
本
人
が

見
出
し
て
い
け
る
よ

う
に
支
え
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

佐
藤　
久
男
流　
「
う
つ
病
を
治
す
に
は
」

●
精
神
科
医
の
指
示
に
従
う

●
 

ド
ク
タ
ー
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
ほ
ど
ほ
ど

に

●

自
宅
の
一
室
に
閉
じ
こ
も
ら
な
い

●
 

で
き
る
だ
け
太

陽
を
浴
び
る

●
 

１
日
５
分
で
も

10
分
で
も
歩
く

●
 

小
さ
な
未
来
を

組
み
立
て
る

●
 

過
去
の
自
分
と

現
在
の
自
分
を

比
べ
な
い

傾
聴
す
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

●
 

つ
ら
い
記
憶
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
生
き

て
い
け
る
こ
と
を
支
援
す
る
。
傾
聴
は

感
情
処
理
を
支
援
す
る
こ
と
。

●
 「

言
え
ば
楽
に
な
る
か
ら
言
っ
て
も
ら
お

う
」
は
ま
ち
が
い
。

●
 

共
感
す
る
。
心
を
動
か
す
。
心
に
寄
り

添
う
。
感
情
に
寄
り
添
う
。

人
が
生
き
て
い
く
の
に
大
事
な
要
素

　

自
分
の
達
成
感
が
人
の
笑
顔
や
喜
び
に

つ
な
が
る
こ
と
が
大

事
。
一
人
で
達
成
し
て

で
き
た
こ
と
を
積
み
上

げ
て
い
く
の
で
は
な

く
、
人
に
助
け
て
も
ら

う
自
分
も
Ｏ
Ｋ
と
す
る

気
持
ち
を
持
と
う
。

●
 

毎
週
火
曜
日
10
時
か
ら
お
も
に
お
茶
を

し
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
を
中
心
に
活
動
。

●
 

五
城
目
町
生
き
が
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
が
ス
タ
ッ
フ

●
 

利
用
者
は
毎
回
20
人
前
後
。
60
歳
代
〜

80
歳
代
が
多
く
月
間
予
定
表
を
配
布
し

て
い
る
。　　

●

参
加
者
の
得
意

性
を
発
揮
し
て
も

ら
い
、
小
物
づ
く

り
、
仮
装
大
会
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
、
生

け
花
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。

み
ん
な
で
考
え
る　

心
の
健
康
づ
く
り

①「自分の大切な人とつながろう」
　三種町社会福祉協議会　安達　　隆　氏

③「傾聴について」
　臨床心理士　成田ひとみ　氏

④五城館ふれあいサロン見学
代表　北島　悦子　氏

②「秋田の自殺対策について」
　NPO法人蜘蛛の糸　佐藤　久男　氏

保健センターが開催する 3 月の無料相談会
秋田なまはげの会出張相談会
～暮らしの相談会～ こころの相談会

実 施 日 3/17 3/26
会　　場
相談時間 保健センター　13:00～16:00

申 込 み
方 法

※原則予約制ですが、当日のお申込みでも結構です。
　当日の場合は順番によりお待ちいただく場合があります

予 約 先 　三種町保健センター
（電話　83－5555　　FAX　83－3857）

秋田なまはげの会　相談ア
ドバイザー　※相談内容に
よっては司法書士

臨床心理士　成田ひとみ氏
（秋田県臨床心理士会理事・
臨床動作士）

・借金や債務のこと・相続
の事・年金の事・成年後見
制度・賃借 などお金や暮
らしに関すること

悩みや、お話をお聞きしま
す。本人でなくてもご家族
がおいでになっても結構で
す。
※秘密は厳守いたします。

広報 みたね
mitane town
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　今年度、クアオルトポイントで交換した入浴券の有効期限は
平成30年３月31日です。期限を過ぎると使用できなくなりま
すので、まだ使用していない入浴券をお持ちの方は、今月中に
ご利用ください。

　４月の教室のスケジュールは、来月号に掲載します。来年度からは、温泉浴運動・
ポール＆ボール教室のほかにステップエクササイズも教室として加わりますので、興
味のある方は、ぜひお申し込みください。

★クアオルト運動教室  参加者募集★

◆問い合わせ先　企画政策課クアオルト推進室　☎85－4822　FAX 85－2178

温泉浴運動教室 ポール＆ボール教室

注意

申込締切
15日 10：00～11：00 温泉浴運動教室（エンジョイ温泉浴運動）3月８日
26日 10：00～11：00 温泉浴運動教室（はじめての温泉浴運動）3月19日

３月 のスケジュール 申込締切
9日 13：30～14：30 ポール＆ボール教室 3月２日
23日 13：30～14：30 ポール＆ボール教室 3月16日

３月 のスケジュール

共通入浴券の有効期限について

※但し、交換していないポイントについては、次年度へ繰越し可能です。

　早朝は忙しいけれど、休日の日中なら時間があるという方。健
康づくりのために体を動かしたいという方。日中ウオーキングに
ぜひ一度、参加してみませんか？

体組成計・バランス能力
測定日のお知らせ

日時：３月15日（木）
　　　10：00～11：30
場所：ゆめろん１階
　　　クアオルト浴室付近

●毎月第３木曜日に開催しています。
●申込みは不要ですが、入館料が必要です。
●ペースメーカーを使用されている方はご
利用できません。

日中ウオーキングのお知らせ

※今月は、「琴丘クアの古道コース」１か所
での開催となります。

日　　時　３月18日（日）午前９時スタート
集合場所　ことおか中央公園駐車場（アグベー前）ー前）
コ ー ス　琴丘クアの古道コース

※申込み多数の場合、受付締切後に抽選を行います。抽選の結果は、開催日の５日前に連絡します。

　２月18日、琴丘クアの古道コース周辺で「昔の冬遊び体験」
が行われました。ハローキッズ遊び隊の主催で、クアオルト研究
会、上岩川ツアリングスキークラブが協力し、親子向けの内容の
イベントとして実現しました。
　昔の冬遊びとして、「大ぞり」や「竹スキー」などが楽しまれ
ました。馴染みのない昔の道具なので、子供たちも最初は遠慮が
ちに見えましたが、徐々に夢中になり、終わるころにはすっかり
乗りこなし（?）ている子もいました。
　そのほか、雪道のクアオルトウオーキングも体験し、親子の交
流も兼ねた雪遊びをたっぷり楽しんでもらえました。

３人乗りも
楽しめる大ぞり。

竹スキーや箱ぞり。
中には難しいものも…

～チビッコと大人の楽しい集い～
クアオルトウオーキング  昔の冬遊び体験

平成30年３月 16



計測内容

④アンケート調査（回答者10名） ⑤参加者からの感想
◆足の運びが楽になりました。
◆腰の痛みがなくなり、毎日が楽しみ
になりました。

◆体が軽くなり
　ました。

　参加者内の体力差が大きく、水の特性で複数で動くと出来る流れに、体力の低い方が流されてしまうという問題が
あった。そのため、体力的には大きく改善する事が出来なかったが、膝の痛みの軽減、外出頻度の増加、健康度の向
上がみられた。結果としては、参加者の活動度やＡＤＬ（日常生活動作）の維持・向上につながった。

　平成29年６月～11月の６か月間に行った浴室運動モニターの内
容・結果について紹介します。モニターでは、浮力・水圧・水温・
温泉の効能を活用して身体機能の維持・向上に取り組みました。

H29年度
浴室運動モニターの紹介

対象者：女性10名、平均年齢72.5歳　日常生活に支障があり、主治医に運動を勧められている方教室の内容

介入前 介入後
転倒歴 3名 1名
歩き続けた時の膝の痛みや痺れ 5名 3名
10分以上続けて歩く事が出来る 8名 10名
立ち上がり時の膝の痛みを感じる 9名 7名
自身を健康だと思う 2名 5名
浴室運動により膝の痛みが改善した 2名
外出頻度の維持・増加 9名

講師からの講評

ポールを使った運動 フットケア水中歩行

①足指力
膝の下の筋力、歩い
ている時の地面を蹴
る力やバランス能力
の発揮に影響する。

結
果

足指力　平均値

介入前  右

3
2.5
2
1.5
1
0.5
0

介入後  右 介入前  左 介入後  左

維持
低下

全体では低下傾向で
したが、転倒リスク
のある方は維持・改
善傾向でした。

②膝間力
腰まわりの筋力、階段
の昇り降り、日常生活
からスポーツを行う
ときまで身体全体を
支えてくれる筋力

結
果

膝間力　平均値
13.5

13

12.5

12

11.5

11
介入前  内 介入後  内 介入前  外 介入後  外

改善維持

全体では維持傾向で
したが、転倒リスク
のある方は改善傾向
でした。

③足圧分布
足裏がどのよう
に地面に設置
しているか

•足指がきちんと写っていること
•土踏まずの部分（足のアーチ）が
崩れていないこと（偏平足）

•中足部分の分布図が切れていない
こと（ハイアーチ）

•かかとが丸くどっしりと写ってい
ること、ギザギザしていないこと

理想的な足型
足指の設置状態が
改善した対象者
（10名中） ８名

結
果

広報 みたね
mitane town
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低下
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のあ はある方は維持維持・・改維
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の昇り降り、日常生活
からスポーツを行う
ときまで身体全体を
支えてくれる筋力
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膝間力　平均値
13.5

13

12.5

12

11.5

11
介入前  内 介入後  内 介入前  外 介入後  外

改善維持

全体体ではは維維持持傾向でで
転倒したがしたたが、転倒リススクが、
はのあある方は改善改善傾傾向改

ででしした。

③足圧分布
足裏がどのよう
に地面に設置
しているか

•足指がきちんと写っていること
•土踏まずの部分（足のアーチ）が
崩れていないこと（偏平足）

•中足部分の分布図が切れていない
こと（ハイアーチ）

•かかとが丸くどっしりと写ってい
ること、ギザギザしていないこと

理想的な足型足型
置足指指の設置設置置状態がが

善した対象改善改善善した対象者対象者者改善した対
（1（10名中）） ８名名８

結
果
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今
年
の
雪
は
例
年
よ
り
は
少
な
い
も

の
の
、
猛
烈
な
寒
波
が
日
本
近
海
に
居

座
っ
て
い
た
せ
い
か
最
近
に
無
く
異
常

な
寒
さ
が
続
き
ま
し
た
。

　

本
欄
で
私
が
咳
に
悩
ま
さ
れ
た
こ
と

を
書
い
た
と
こ
ろ
知
人
か
ら
風
邪
を
引

か
な
い
よ
う
に
と
立
派
な
長
ネ
ギ
を
大

量
に
頂
き
大
変
恐
縮
い
た
し
ま
し
た
。 

　

鍋
物
の
季
節
で
す
か
ら
当
然
だ
ま
こ

鍋
や
タ
ラ
鍋
な
ど
で
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
も
２
人
家
族
で
は
と
て
も

全
部
は
食
べ
き
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
室む

ろ

に
入
れ
て
保
存
し
て
随
時
い
た
だ
く
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

私
の
趣
味
が
料
理
だ
と
い
う
こ
と
は

た
び
た
び
書
き
ま
し
た
が
、
ネ
ギ
を
調

理
し
て
上
手
く
い
か
な
い
の
が
、〝
白

髪
ね
ぎ
〞
作
り
で
す
。

　

こ
れ
は
そ
の
名
の
通
り
白
髪
の
よ
う

に
ネ
ギ
を
細
く
縦
に
切
り
、
冷
水
に
浸

す
こ
と
に
よ
っ
て
ク
ル
ン
と
縮
れ
る
調

理
法
で
す
が
、
包
丁
で
切
る
と
幅
が
揃

わ
ず
な
か
な
か
上
手
く
い
き
ま
せ
ん
。

　

幸
い
今
、
立
派
な
ネ
ギ
が
沢
山
あ
り

ま
す
か
ら
、
こ
れ
を
機
に
い
い
道
具
を

探
し
て
み
よ
う
と
ア
マ
ゾ
ン
で
検
索
し

た
と
こ
ろ
世
の
中
に
は
矢
張
り
あ
る
ん

で
す
ね
、「
白
髪
ね
ぎ
カ
ッ
タ
ー
」
と

い
う
の
が
何
件
か
出
て
来
ま
し
た
。

　

そ
の
中
の
手
頃
な
７
０
０
円
の
を
取

り
寄
せ
使
っ
て
み
ま
し
た
が
、
こ
れ
が

ま
た
優
れ
も
の
で
あ
れ
ほ
ど
苦
労
し
た

白
髪
ね
ぎ
が
嘘
の
よ
う
に
簡
単
に
作
れ

ま
す
。
３
分
も
有
れ
ば
丸
々
１
本
出
来

上
が
り
で
す
。
後
で
分
か
っ
た
こ
と
で

す
が
、
百
円
均
一
で
も
売
っ
て
お
り
ま

し
た
。

　

兎
に
角
、
白
髪
ね
ぎ
が
簡
単
に
作
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
日
に
３
度
の

食
事
に
は
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
ネ

ギ
を
食
べ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
お

陰
様
で
体
調
も
す
こ
ぶ
る
良
く
な
り
ま

し
た
。
道
具
一
つ
で
大
き
く
変
わ
る
ん

で
す
ね
。

　

と
こ
ろ
で
、
ネ
ギ
は
よ
く
体
に
良
い

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
特
に
長
ネ
ギ

に
は
に
お
い
成
分
の
ア
リ
シ
ン
が
多
く

含
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ア
リ
シ
ン

は
、
に
ん
に
く
や
ニ
ラ
な
ど
に
も
含
ま

れ
る
に
お
い
成
分
で
す
。

　

ア
リ
シ
ン
の
働
き
は
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
中
の
１
つ
が
ビ
タ
ミ
ン

B1
の
吸
収
を
助
け
た
り
、
効
果
を
持
続

さ
せ
る
働
き
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
B1
は
炭

水
化
物
を
活
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
す

る
の
に
使
わ
れ
る
成
分
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
含
む
食
材
と
ネ

ギ
を
一
緒
に
食
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
効

率
よ
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
す
こ
と

が
で
き
、
疲
労
が
回
復
し
や
す
く
な
る

そ
う
で
す
。
体
に
良
い
と
言
わ
れ
る

所ゆ
え
ん以

で
す
。

　

こ
の
外
、
ア
リ
シ
ン
に
は
抗
酸
化
作

用
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
最
近
、「
活

性
酸
素
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し

ま
す
。
私
た
ち
に
と
っ
て
酸
素
は
必
要

な
も
の
で
す
が
、
私
た
ち
の
体
は
日
々

酸
化
さ
れ
て
サ
ビ
が
生
じ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

そ
の
原
因
と
な
る
の
が
活
性
酸
素

で
、
老
化
や
動
脈
硬
化
、
が
ん
な
ど
多

く
の
生
活
習
慣
病
の
原
因
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
ア
リ
シ
ン
は
こ
の
過
剰
な

活
性
酸
素
を
除
去
す
る
働
き
が
あ
り
、

こ
れ
ら
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。

　

さ
て
、
本
町
で
の
ネ
ギ
の
作
付
け
面

積
は
町
が
把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
約

16
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
販
売
額
で
１
億
円
ほ

ど
。
し
か
し
、
直
売
所
等
で
販
売
さ
れ

て
い
る
量
を
見
る
と
実
際
に
は
そ
れ
以

上
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
新
た
に
参

入
す
る
農
家
も
出
て
来
て
お
り
ま
す
の

で
今
後
生
産
量
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
特
産
の
ネ
ギ
を
沢

山
食
べ
て
ネ
ギ
の
消
費
拡
大
と
健
康
増

進
の
両
方
が
図
れ
れ
ば
こ
れ
に
越
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
月
も
ど
う
か
風
邪
な
ど
引
か
れ
ま

せ
ん
よ
う
に
、
く
れ
ぐ
れ
も
健
康
で
お

元
気
に
お
過
ご
し
下
さ
い
。

町
長　

三　

浦　

正　

隆

白髪ネギタワー盛り

長
ネ
ギ
を
食
べ
て
健
康
ア
ッ
プ
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１
月
23
日
、
八
竜
幼
稚
園
（
見
上
岳

也
園
長
）
で
「
新
春
お
も
て
な
し
茶

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
園
児
達
に

礼
儀
作
法
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
毎
月

１
回
、
園
内
に
作
ら
れ
た
茶
室
で
お
茶

を
習
っ
て
お
り
、
30
年
以
上
続
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
茶
会
の
開
催
は
今

年
で
17
年
目
と
な
り
、
保
護
者
や
地
域

の
方
が
た
29
人
を
招
待
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

園
児
た
ち
８
人
が
お
茶
を
運
ぶ
と
、

招
待
客
の
前
で
正
座
し
「
ど
う
ぞ
お
あ

が
り
く
だ
さ
い
」と
ふ
る
ま
い
ま
し
た
。

　

保
護
者
か
ら
は
「
家
で
は
見
せ
な
い

立
派
な
姿
に
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で

す
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

「
み
た
ね
の
若
者
作
戦

会
議
」
の
活
動
に
期
待

　

２
回
目
の
「
み
た
ね
の
若
者
作
戦

会
議
」
が
、
１
月
24
日
に
「
純
喫
茶

わ
ら
う
か
ど
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
の
メ
ン
バ
ー
は
、
高
校

生
か
ら
20
代
前
半
の
男
女
11
人
で
、

三
種
町
の
景
色
や
人
、
も
の
な
ど
の

い
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
、
昨
年
12
月

か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
で
発

信
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
投
稿
数
は
多

く
あ
り
ま
せ
ん
が
「
羽
根
川
ダ
ム
の

冬
景
色
」
や
道
の
駅
こ
と
お
か
の
「
体

験
学
習
室
」
な
ど
の
投
稿
で
、
関
心

を
集
め
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
メ

ン
バ
ー
の
中
か
ら
リ
ー
ダ
ー
を
互
選

し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
投
稿
の
ル
ー
ル
や
、

活
動
の
Ｐ
Ｒ
に
必
要
な
名
刺
の
作
成

な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
お
あ
が
り
く
だ
さ
い

新
春
お
も
て
な
し
茶
会

　

２
月
２
日
、
町
内
各
保
育
園
で
は
節

分
の
豆
ま
き
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

金
岡
保
育
園
で
は
、
始
め
に
園
児
45

人
が
手
作
り
の
鬼
の
お
面
や
マ
ス
を
披

露
し
、
自
分
の
中
に
い
る
ど
ん
な
鬼
を

退
治
す
る
か
を
み
ん
な
に
お
話
し
し
ま

し
た
。

　

そ
こ
へ
突
然
、
太
鼓
の
音
が
鳴
り
響

く
と
、
園
児
た
ち
は
驚
き
、
現
れ
た
鬼

へ
手
作
り
の
新
聞
紙
の
「
豆
」
を
「
鬼

は
外
。
福
は
内
」
と
投
げ
か
け
、
園
か

ら
鬼
を
退
治
し
て
い
ま
し
た
。

　

鬼
退
治
し
た
園
児
た
ち
は
安
堵
し
た

表
情
や
喜
ん
だ
り
し
た
後
、「
心
の
中

の
鬼
も
い
な
く
な
っ
て
、福
の
神
（
春
）

が
や
っ
て
く
る
ね
」
と
、
お
や
つ
を
み

ん
な
で
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
元
気
な
ふ
る
さ
と
秋
田
づ
く
り
顕

彰
」
の
表
彰
式
が
、
１
月
31
日
、
秋
田

県
山
本
地
域
振
興
局
で
行
わ
れ
、
上
岩

川
の
増
浦
自
治
会
（
工
藤
誠
志
会
長
）

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

増
浦
自
治
会
は
、
集
落
の
活
性
化
を

図
ろ
う
と
地
区
に
あ
る
高
津
森
山
を
整

備
し
、
平
成
24
年
か
ら
登
山
会
や
交
流

会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
昨
年

は
、「
高
津
森
山
と
増
浦
ま
る
ご
と
体

験
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
」
を
行
い
、
神
奈

川
県
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
の
交
流
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
の
受
賞
は
、
集
落
の
活
性
化

に
向
け
、
住
民
一
体
と
な
っ
た
活
動
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

鬼
を
退
治
！

　

節
分
豆
ま
き
会

高
津
森
山
を
活
か
し
た
活
動
が
評
価

〜
増
浦
自
治
会
〜

▲どうぞ、おあがりください

▲みたねのいいね！を発信します。

▲表彰を受ける増浦自治会の工藤会長

▲鬼は外！福は内！
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夜
空
を
焦
が
し
、
元
気
な
歌
声
響
か
せ　

勝
平
鳥
追
い

天
ま
で
と
ど
け　

久
米
岡
凧
上
げ
大
会

　

２
月
５
日
、
ゆ
う
ぱ
る
の
入
館
者
数

が
３
０
０
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

３
０
０
万
人
目
の
入
館
者
と
な
っ
た

の
は
杉
山
愛
子
さ
ん
（
牡
丹
）
で
す
。

　

愛
子
さ
ん
は
、
夫
の
直
政
さ
ん
と
一

緒
に
訪
れ
、
思
い
が
け
な
い
幸
運
に
驚

き
な
が
ら
、
く
す
玉
を
割
っ
て
施
設
の

節
目
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　

20
年
近
く
毎
日
夫
婦
で
通
っ
て
い
る

そ
う
で
、
ゆ
う
ぱ
る
の
湯
が
健
康
の
秘

訣
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

お
二
人
に
は
三
浦
町
長
か
ら
「
寒
さ

厳
し
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
温
泉

で
心
も
体
も
温
ま
っ
て
欲
し
い
。
こ
れ

か
ら
も
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。」

と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
４
日
、
旧
石
倉
山
ス
キ
ー
場
で

イ
ベ
ン
ト
「
石
倉
山
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
種
で
遊
び
隊（
佐
々
木
政
幸
隊
長
）

が
、町
に
遊
び
の
場
を
創
出
し
よ
う
と
、

町
の
新
・
元
気
づ
く
り
支
援
事
業
を
活

用
し
て
石
倉
山
ス
キ
ー
場
を
復
活
さ
せ

た
も
の
で
、
２
年
目
と
な
る
今
年
は
春

か
ら
雑
木
の
伐
採
や
、
ロ
ッ
ジ
の
片
付

け
な
ど
の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
町
ス
キ
ー
連
盟
と
合
同
で

ス
キ
ー
教
室
を
行
い
、
町
内
外
か
ら
集

ま
っ
た
親
子
約
30
人
が
ス
キ
ー
や
ス

ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
を
体
験
。
三
種
の
冬
を

満
喫
し
ま
し
た
。

　

２
月
４
日
、
久
米
岡
凧
上
げ
大
会
が
、

久
米
岡
活
性
化
委
員
会
（
児
玉
直
久
会

長
）
の
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
40
年
代
に
始
ま
り
今
年
で
43
回
目

と
な
る
地
域
の
恒
例
行
事
で
、同
会
の
凧

上
げ
部
会
が
中
心
と
な
っ

て
、約
３
週
間
ほ
ど
か
け

て
骨
組
み
と
な
る
竹
の
切

り
出
し
か
ら
全
て
手
作
り

し
た
凧
15
枚
ほ
ど
が
用
意

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、能
代
凧
保
存

会
の
メ
ン
バ
ー
約
20
人
も

参
加
。
地
域
の
子
ど
も
た

ち
も
加
わ
っ
て
、
大
空
に

優
雅
に
凧
を
な
び
か
せ
て

い
ま
し
た
。

　

２
月
３
日
、
勝
平
自
治
会
（
加
藤
勘
一

会
長
）
に
よ
る
伝
統
行
事
「
鳥
追
い
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
の
勝
平
農
村
公
園
に
地
域
住
民
、

琴
丘
小
４
年
生
25
人
な
ど
あ
わ
せ
て
約

１
０
０
人
が
参
加
。
子
ど
も
た
ち
が
中
心

に
な
っ
て
公
園
中
央
に
た
か
れ
た
巨
大
な

か
が
り
火
を
回
り
な
が
ら
、
拍
子
木
を
た

た
い
て
元
気
に
鳥
追
い
唄
を
歌
い
ま
し

た
。

　

こ
の
後
、
参
加
者
全
員
で
鳥
追
い
唄
を

歌
い
な
が
ら
集
落
内
を
練
り
歩
き
、
公
園

に
戻
る
と
、
子
供
た
ち
に
よ
る
雪
中
田
植

え
が
行
わ
れ
、
五
穀
豊
穣
・
無
病
息
災
を

祈
願
し
ま
し
た
。

ゆ
う
ぱ
る

入
館
者
３
０
０
万
人
達
成

石
倉
山
に
子
供
達
の
歓
声
響
く

三
種
で
遊
び
隊

▲子供たちの元気な歌声が響きました

▲凧、たこ、上がれ！

▲左から、直政さんと愛子さん。おめでとうございます！

▲うまく滑れたよ！
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２
月
４
日
、
長
面
地
域
力
推
進
委
員

会
（
赤
川
秀
悦
会
長
）
に
よ
る
除
雪
作

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
多
く
の
方
が
参
加
し
て
町
道

や
県
道
脇
に
た
ま
っ
た
雪
を
取
り
除
く

作
業
に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
に
対
し
町
で
は
重

機
等
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課　

☎
８
５
―
４
８
２
０

　

今
後
も
除
雪
作
業
へ
の
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
で

三
種
の
冬
に
賑
わ
い
を

　

1
月
29
日
、
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
の

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

関
恒
成
さ
ん
・
千
鶴
さ
ん
（
川
尻
）

の
莉り

理り

ち
ゃ
ん
（
９
月
19
日
生
）。

　

田
村
伸
也
さ
ん
・
亜
希
子
さ
ん
（
鵜

川
）
の
叶か

の
ん望

ち
ゃ
ん
（
９
月
６
日
生
）。

　

畠
山
正
哉
さ
ん
・
美
夢
さ
ん
（
大
曲
）

の
光ひ

な
た優

ち
ゃ
ん
（
９
月
12
日
生
）
で
す
。

「
健
康
で
や
さ
し
い
子
に
」、「
健
康
で

い
つ
も
笑
顔
で
」、「
い
つ
も
優
し
く
、

明
る
く
元
気
な
子
に
」。
と
我
が
子
の

成
長
へ
の
思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

２
月
10
日
、
八
竜
幼
稚
園
・
八
竜
保

育
園
合
同
に
よ
る
家
庭
教
育
講
座
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

講
座
は
、
園
児
の
保
護
者
を
中
心
に

招
い
て
行
わ
れ
、
始
め
に
北
教
育
事
務

所
社
会
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
成
田
葉

子
さ
ん
が「
心
の
基
地
は
お
か
あ
さ
ん
」

を
テ
ー
マ
に
講
話
を
行
い
、
保
護
者
の

皆
さ
ん
は
頷
き
な
が
ら
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

　

続
く
、「
親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー

ト
」
で
は
、
小
学
４
年
の
工
藤
ひ
ら

り
（
ぴ
い
ち
ゃ
ん
）
さ
ん
親
子
を
中

心
に
活
動
し
て
い
る
「
ぴ
い
ち
ゃ
ん

＆feather

」
に
よ
る
歌
が
披
露
さ
れ
、

親
子
一
緒
に
歌
を
聞
い
て
ふ
れ
あ
い
を

深
め
ま
し
た
。

　

２
月
10
日
、
町
観
光
協
会
（
畠
山

慶
午
会
長
）
主
催
に
よ
る
「
ス
ノ
ー

モ
ー
ビ
ル
＆
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト　

ザ
☆

昔
の
雪
遊
び
in
森
岳
温
泉
36
ゴ
ル
フ

場
２
０
１
８
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
町
の
賑
わ
い
づ
く
り

に
つ
な
げ
よ
う
と
、
２
０
１
５
年
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
町
内
外

か
ら
訪
れ
た
家
族
連
れ
な
ど
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
、

第
６
回
カ
フ
ェ
コ
ン
in
リ
エ
ゾ
ン
の

参
加
者
18
人
も
加
わ
り
、
ス
ノ
ー
モ
ー

ビ
ル
や
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
ゴ

ル
フ
場
に
設
け
ら
れ
た
雪
原
コ
ー
ス

を
走
っ
た
り
、
昔
懐
か
し
の
木
ぞ
り

を
体
験
す
る
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
を
楽

し
み
ま
し
た
。

健
や
か
な
成
長
を

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
贈
呈
式

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
て

八
竜
幼
保
家
庭
教
育
講
座

長
面
地
区
で
除
雪
活
動

光優ちゃん光優ちゃん 叶望ちゃん叶望ちゃん 莉理ちゃん莉理ちゃん

▲住民総出で除雪作業

▲ぴいちゃんの歌声にみんなで手拍子

▲雪原を走る爽快感。気分最高！

広報 みたね
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生涯学 習通信 3 月号

　２月17日、琴丘総合体育館で三種町スポーツ・文化栄誉賞授与式が開催されました。表彰状授与の後、
近藤義征さん（三種町マレットゴルフ協会）が授与者代表謝辞を述べ、より一層の活躍を誓いました。

ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞

◆
町
長
賞

　

石
川　

美
帆
（
秋
田
北
鷹
高
校
・
３
年
）

◆
教
育
委
員
会
賞

○
個
人
の
部

　

藤
原　

和
朋
（
秋
田
日
重
会
）

　

杉
澤　

一
旗
（
三
種
町
陸
上
競
技
協
会
）

　

千
葉　

彩
加
（
三
種
町
陸
上
競
技
協
会
）

　

児
玉　

樹
理
（
三
種
町
陸
上
競
技
協
会
）

　

佐
藤　

弘
典
（
三
種
町
陸
上
競
技
協
会
）

　

河
田　

弘
文
（
三
種
町
陸
上
競
技
協
会
）

　

田
村　

房
雄
（
三
種
町
卓
球
協
会
）

　

清
水　

洋
子
（
三
種
町
卓
球
協
会
）

　

新
堀　
　

斉
（
三
種
町
テ
ニ
ス
協
会
）

　

杉
山　

徹
則
（
三
種
町
テ
ニ
ス
協
会
）

　

佐
藤　

孝
子
（
三
種
町
Ｇ
Ｇ
協
会
）

　

相
原　

陽
輝
（
湖
北
小
学
校
・
３
年
）

　

加
藤　

希
愛
（
琴
丘
保
育
園
）

　

加
藤　

愛
晴
（
琴
丘
小
学
校
・
３
年
）

　

加
藤
ゆ
ず
な
（
琴
丘
小
学
校
・
６
年
）

　

渡
邊　

大
夢
（
琴
丘
中
学
校
・
２
年
）

　

檜
森　

志
都
（
能
代
松
陽
高
校
・
１
年
）

　

近
藤　
　

萌
（
湯
沢
翔
北
高
校
・
１
年
）

　

島
田　

清
斗
（
能
代
工
業
高
校
・
２
年
）

　

伊
藤　
　

健
（
能
代
工
業
高
校
・
３
年
）

　

長
谷
川　

誠
（
能
代
西
高
校
・
３
年
）

　

牧
野　
　

洸
（
金
足
農
業
高
校
・
３
年
）

　

近
藤　

大
貴
（
秋
田
工
業
高
校
・
３
年
）

　

伊
藤　

聡
志
（
秋
田
工
業
高
校
・
３
年
）

　

野
呂
田
英
之
（
山
本
中
学
校
・
３
年
）

　

藤
田　

茉
希
（
能
代
高
校
・
１
年
）

　

小
玉　

莉
子
（
能
代
高
校
・
３
年
）

　

川
村　

要
介
（
能
代
工
業
高
校
・
１
年
）

　

三
浦　

彩
人
（
能
代
工
業
高
校
・
２
年
）

　

畠
山　

朋
奈
（
能
代
工
業
高
校
・
３
年
）

　

髙
橋　

桃
子
（
能
代
松
陽
高
校
・
１
年
）

　

加
賀
谷
杏
友
（
能
代
松
陽
高
校
・
２
年
）

　

小
玉　

優
人
（
能
代
松
陽
高
校
・
３
年
）

　

田
森　

美
哉
（
能
代
西
高
校
・
２
年
）

　

三
浦　

美
香
（
能
代
西
高
校
・
３
年
）

◆
奨
励
賞

　

佐
々
木
可
恋
（
湖
北
小
学
校
・
１
年
）

　

佐
々
木
剣
心
（
湖
北
小
学
校
・
４
年
）

◆
特
別
賞

　

近
藤　

義
征
（
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
協
会
）

　

近
藤　

京
子
（
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
協
会
）

　

田
村　

照
子
（
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
協
会
）

　

琴
丘
中
学
校
（
体
力
つ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
）

　

三
種
体
協
琴
丘
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

○
団
体
の
部

　

成
田
物
産
ス
ピ
リ
ッ
ツ
（
軟
式
野
球
）

　

山
本
中
学
校
野
球
部

　

山
本
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

森
岳
Ｍ
Ｂ
Ｃ（
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

　

琴
丘
Ｄ
Ｓ
ス
テ
ッ
プ
（
綱
引
）

　

琴
丘
ド
リ
ー
ム
シ
ャ
イ
ン（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

　

琴
丘
Ｄ
Ｓ
ス
テ
ッ
プ
（
綱
引
）

※
全
国
大
会
終
了
後
の
新
チ
ー
ム

　

琴
丘
Ｄ
Ｓ
ホ
ッ
プ
（
綱
引
）

◆
奨
励
賞

　

川
井　

一
男
（
陸
上
）

　

髙
橋　

善
治
（
陸
上
）

　

池
内　

廣
孝
（
陸
上
）

　

小
林　

一
隆
（
陸
上
）

　

加
賀
谷
裕
子
（
陸
上
）

　

七
尾　

重
樹
（
陸
上
）

　

田
中　
　

健
（
陸
上
）

　

菅
原　

定
夫
（
陸
上
）

　

袴
田　

一
男
（
陸
上
）

　

信
太
ミ
チ
子
（
陸
上
）

　

板
垣　

雄
平
（
卓
球
）

文
化
栄
誉
賞

◆
町
長
賞

　

成
田　
　

凌
（
能
代
高
校
・
２
年
）

◆
教
育
委
員
会
賞

　

橋
本　

夏
希
（
琴
丘
小
学
校
・
１
年
）
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生涯学 習通信 3 月月月月月月月月号号号号号号号号月

２月17日、琴丘総合体育館で三種町スポーツ・文化栄誉賞授与式が開催されました。表彰状授与の後、
近藤義征さん（三種町マレットゴルフ協会）が授与者代表謝辞を述べ、より一層の活躍を誓いました。近藤義征さん（三種町マレットゴルフ協会）が授与者代表謝辞を述べ、より一層の活躍
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３
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○
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澤
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中
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野
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中
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ト
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ー
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Ｂ
Ｃ（
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
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琴
丘
Ｄ
Ｓ
ス
テ
ッ
プ
（
綱
引
）

琴
丘
ド
リ
ー
ム
シ
ャ
イ
ン（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
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琴
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Ｄ
Ｓ
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テ
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（
綱
引
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※
全
国
大
会
終
了
後
の
新
チ
ー
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琴
丘
Ｄ
Ｓ
ホ
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綱
引
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◆
奨
励
賞

川
井

一
男
（
陸
上
）

髙
橋

善
治
（
陸
上
）

池
内

廣
孝
（
陸
上
）

小
林
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隆
（
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加
賀
谷
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陸
上
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尾

重
樹
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陸
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田
中

健
（
陸
上
）

菅
原
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（
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（
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長
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成
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１
月
28
日
、
第
７
回
公
民
館

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
サ
ー
ク
ル
や
生
涯
学
習
グ

ル
ー
プ
が
ス
テ
ー
ジ
発
表
と
作

品
展
示
で
日
々
の
活
動
成
果
を

披
露
し
、
会
場
に
は
約
３
８
０

名
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　

作
品
展
示
は
写
真
や
陶
芸
、

篆
刻
な
ど
が
出
展
。ス
テ
ー
ジ

発
表
で
は
、琴
や
舞
踊
、体
操
な

ど
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
森
岳
通
り
音
頭
、
森
岳

子
ど
も
歌
舞
伎
も
ゲ
ス
ト
出
演

し
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

山本地域

スポーツクラブ

会員募集

　山本地域スポーツクラブでは、日常生活の中にスポーツを取り入れて
いただくために平成30年度は次のとおりスポーツサークルを開設しま
す。地区を問わずたくさんの参加をお待ちしています。また当スポーツ
クラブの定期活動には三種町クアオルトポイントが付与されます。

①定例ウオーキング
　５月から11月までの毎月第１、
　第３水曜日に角助沼周回コース
　 集合場所  山本体育館　
　 実施時間  ９：00～

②スポーツ吹き矢
　毎月第２・第４火曜日
　 実施場所  山本体育館
　 実施時間  ９：30～11：30

③ユニカール
　毎月第２・第４金曜日
　 実施場所  山本体育館
　 実施時間  13：30～15：00

④３Ｂ体操教室
　毎月第１・第３金曜日
　 実施場所  山本体育館
　 実施時間  13：30～15：00

⑤グラウンドゴルフ
　毎週水・金曜日
　 実施場所  あめふらんど、
　　　　　　惣三郎沼公園
　 実施時間  ９：00～15：00

申込受付　３月１日より随時受付します。
申込方法　加入する方は、年会費・保険料（希望者）を添えて、山本体育館（83-2693）にお申込みください。
　　　　　※申込の際に、加入するサークルをお知らせください。
年 会 費　1,000円（複数申し込まれても会費は変わりません）
保 険 料　サークルに加入の方は、保険加入をお勧めします。
　　　　　〈65歳未満の方〉年間保険料 1,850円　 ※年齢はＨ30年４月１日現在
　　　　　〈65歳以上の方〉年間保険料 1,200円
連 絡 先　山本地域スポーツクラブ事務局（87-2222）

定期開催サークル

日々の成果を発表
　２月18日、琴丘総合体育館で第10回三種町８人制バ
レーボール大会が開催されました。
　町内から28チームの参加があり、冬の寒さを吹き飛
ばす熱戦が繰り広げられました。

大谷地地区７度目の優勝！
８人制バレーボール大会三種町

★優　勝　大谷地安室
★準優勝　林崎
★第３位　下岩川Ｍ・Ｍ・Ｔ
★第３位　石倉山
★敢闘賞　大町
★敢闘賞　イワガドジョウ
★敢闘賞　豊岡ヒルズ
★敢闘賞　豊岡スーパーリッチヒルズ

NEW
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山本地域山山山本地域

スポーツクラブラブラブラブブ
スススス

ラ
スポーツクラブ

会員募集集募会員募集

　山本地域スポーツクラブでは、日常生活の中にスポーツを取り入れて
いただくために平成30年度は次のとおりスポーツサークルを開設しま
す。地区を問わずたくさんの参加をお待ちしています。また当スポーツ
クラブの定期活動には三種町クアオルトポイントが付与されます。

①定例ウオーキング
　５月から11月までの毎月第１、
　第３水曜日に角助沼周回コース
集合場所  山本体育館
実施時間  ９：00～

②スポーツ吹き矢
　毎月第２・第４火曜日
実施場所  山本体育館
実施時間  ９：30～11：30

③ユニカール
　毎月第２・第４金曜日
実施場所  山本体育館
実施時間  13：30～15：00

④３Ｂ体操教室
　毎月第１・第３金曜日
実施場所  山本体育館
実施時間  13：30～15：00

⑤グラウンドゴルフ
　毎週水・金曜日
実施場所  あめふらんど、

　　　　　　惣三郎沼公園
実施時間  ９：00～15：00

申込受付 ３月１日より随時受付します。
申込方法 加入する方は、年会費・保険料（希望者）を添えて、山本体育館（83-2693）にお申込みください。
　　　　※申込の際に、加入するサークルをお知らせください。

年 会 費　1,000円（複数申し込まれても会費は変わりません）
保 険 料　サークルに加入の方は、保険加入をお勧めします。
　　　 〈65歳未満の方〉年間保険料 1,850円　 ※年齢はＨ30年４月１日現在
　　　 〈65歳以上の方〉年間保険料 1,200円

連 絡 先　山本地域スポーツクラブ事務局（87-2222）

定 ル定期期開開催催ササーククル定期期開開催催サーサーククル

日日日日々々々々ののの成成成果果果をををを発発発発発発発発表表表表表表表表表表
２月18日、琴丘総合体育館で第10回三種町８人制バ

レーボール大会が開催されました。
町内から28チームの参加があり、冬の寒さを吹き飛

ばす熱戦が繰り広げられました。

て

大谷地地区７度目の優勝！
８人制バレーボール大会三種町

大会結果
★優　勝　大谷地安室
★準優勝 林崎
★第３位 下岩川Ｍ・Ｍ・ＴＴ
★第３位　石倉山
★★敢闘賞敢闘賞 大町大町
★敢闘敢敢 賞賞 イイイイイイイイイイイイワガワガワワガワ ドジドジドジドジドジドジョウョウョウ
★敢闘敢闘敢 賞賞賞 豊豊豊豊豊岡ヒ岡ヒヒヒ岡 ルズルズルズルズルズルズズズルズルズ
★敢敢闘敢敢闘敢闘賞賞賞賞賞賞賞 豊豊豊豊豊豊岡ス岡岡ス岡スススス岡スーパーパーパーパーーーーーーパーパーパーパーパーパーパーパーパーーーーパーーパーパパパパパパパパーリーリーーーリーリーーリーリリーリーリッチッチッチッチチッチッチッチッチッチッチッチッチチチチチチチチチチチチチッチチチチチチチヒルヒルヒルヒルヒルルルルルルズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズ
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三
種
町
で
は
、
ラ
ジ
オ
体
操

の
普
及
と
町
民
の
健
康
づ
く

り
・
仲
間
づ
く
り
を
目
指
し
て

町
内
の
地
域
ま
た
は
企
業
や
施

設
を
対
象
に
「
ラ
ジ
オ
体
操
モ

デ
ル
地
域
・
職
場
・
施
設
」
を

募
集
し
ま
す
。

 

募
集
期
間

　

平
成
30
年
３
月
１
日（
木
）

〜
31
日（
土
）

 

取
組
期
間

　

平
成
30
年
４
月
１
日（
日
）

〜
平
成
31
年
３
月
31
日（
日
）

 

取
組
内
容

　

地
域
ま
た
は
職
場
や
施
設
ご

と
に
決
め
た
時
間
に
屋
内
外
を

問
わ
ず
ラ
ジ
オ
体
操
に
取
り
組

ん
で
も
ら
い
ま
す
。
な
お
、
既

に
取
組
い
た
だ
い
て
い
る
地
域

や
職
場
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

 

表
彰
式

　

取
組
い
た
だ
き
ま
し
た
職
場

等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
年
度
末

に
公
の
場
で
表
彰
予
定
で
す
。

◆
申
込
先

　

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
係

☎
８
７
―
２
２
２
２

ラ
ジ
オ
体
操

モ
デ
ル
地
域
・

職
場
・
施
設

募
集
に
つ
い
て

１．応募の資格
　高等学校・高等専門学校・専門学校又は短大・大学に
在学し、次の各項に該当する方。
（1）身体強健、品行方正であり、学業成績が優良であること。
（2）在学校長が奨学生として推薦した者。
（3）町内に居住する者の子弟であること。
（4）学資金の支弁が困難な家庭であること。
 ２．応募の手続
　奨学金及び入学一時金貸付願の手続に関する書類は、
三種町教育委員会に直接取りに来ていただくか、お電話
をいただければ郵送にて対応いたします。また、三種町
ホームページ（くらしのガイド、教育スポーツ関連）に
も様式を掲載しておりますのでご利用ください。
 ３．奨学金及び入学一時金の貸付月額
（1）高等学校　
 月額20,000円以内・入学一時金100,000円以内
（2）高等専門学校１～３年　　
 月額30,000円以内・入学一時金100,000円以内
（3）高等専門学校４～５年　　　月額50,000円以内
（4）専門学校・短大・大学　
 月額50,000円以内・入学一時金300,000円以内

 ４．奨学金及び入学一時金の貸付期間
（1）奨学金の貸付期間は、それを受けるに至った月か

ら在学する学校の正規の修業年限まで。
（2）入学一時金の貸付は、入学初年度のみ。
 ５．奨学金及び入学一時金の償還
　奨学金及び入学一時金は一緒に、奨学金の貸付の終
わった翌月から起算して６カ月を経過した後、10年以
内の月賦又は年賦で償還。なお、奨学金及び入学一時金
は無利子です。
 ６．応募受付
（1）期間　平成30年３月１日（木）から

平成30年３月30日（金）まで
（2）時間　平日午前８時30分から 午後５時まで

 （土曜日、日曜日、祝日を除く）
（3）提出先　三種町教育委員会

（三種町鹿渡字東二本柳29ー３）
 ７．募集人員
　若干名　※応募者全員が奨学生に採用されるとは限りません。

◆問合先　教育委員会学事係　☎８７－２１１５

三種町奨学生募集
　町では、高校・専門学校・大学等の学生を対象に奨学
生を募集します。貸付の可否については、４月末日まで
に応募者に通知します。

平成30年度

平
成
30
年
度

　

２
月
４
日
、

山
本
ふ
る
さ
と

文
化
館
で
毎
年

恒
例
の
三
種
町

音
楽
演
奏
会
が

開
催
さ
れ
ま
し

た
。
秋
田
大
学

吹
奏
楽
団
と
町

内
３
中
学
校
の

合
同
演
奏
を
聴

こ
う
と
、
当
日
は
約
２
２
０
名
の
観
客
が

訪
れ
ま
し
た
。

　

大
学
生
の
演
奏
、
中
学
生
の
演
奏
と
続

き
最
後
は
両
者
の
合
同
演
奏
で
会
場
は
大

盛
り
上
が
り
。
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
の
特
徴

を
活
か
し
た
パ
ー
ト
紹
介
や
中
学
生
と
大

学
生
の
息
の
合
っ
た
演
奏
に
観
客
は
惜
し

み
の
な
い
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

第12回 能
代
市
山
本
郡
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

連
絡
協
議
会
研
修
会
開
催

　

２
月
11
日
山
本
公
民
館
で
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
資
質
の
向
上
と

情
報
交
換
を
目
的
と
し
た
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

秋
田
県
リ
ー
ダ
ー
会
か
ら
６
名

を
講
師
と
し
て
招
き
、
リ
ー
ダ
ー

会
活
動
か
ら
学
ん
だ
こ
と
や
経
験

し
た
こ
と
を
動
画
な
ど
交
え
講
演

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

研
修
会
に
は
能
代
市
山
本
郡
内
か
ら
約
40
名
の
団
指
導

者
・
保
護
者
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

平成30年３月 24

三
種
町
で
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、
ラ
ジ
オ
体
操
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普
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と
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民
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健
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づ
く
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目
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て

町
内
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ま
た
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企
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を
対
象
に
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ジ
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体
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募
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期
間
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成
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年
３
月
１
日（
木
）

〜
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）
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期
間

平
成
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年
４
月
１
日（
日
）

〜
平
成
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年
３
月
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日（
日
）

取
組
内
容

地
域
ま
た
は
職
場
や
施
設
ご

と
に
決
め
た
時
間
に
屋
内
外
を

問
わ
ず
ラ
ジ
オ
体
操
に
取
り
組

ん
で
も
ら
い
ま
す
。
な
お
、
既

に
取
組
い
た
だ
い
て
い
る
地
域

や
職
場
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
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取
組
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だ
き
ま
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場

等
に
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ま
し
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は
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年
度
末

に
公
の
場
で
表
彰
予
定
で
す
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域
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職
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い
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１．応募の資格
　高等学校・高等専門学校・専門学校又は短大・大学に
在学し、次の各項に該当する方。
（1）身体強健、品行方正であり、学業成績が優良であること。
（2）在学校長が奨学生として推薦した者。
（3）町内に居住する者の子弟であること。
（4）学資金の支弁が困難な家庭であること。
  ２．応募の手続
　奨学金及び入学一時金貸付願の手続に関する書類は、
三種町教育委員会に直接取りに来ていただくか、お電話
をいただければ郵送にて対応いたします。また、三種町
ホームページ（くらしのガイド、教育スポーツ関連）に
も様式を掲載しておりますのでご利用ください。
  ３．奨学金及び入学一時金の貸付付月月額
（1）高等学校
 月額20,000円以内・入学一時金100,000円以内
（2）高等専門学校１～３年　
 月額30,000円以内・入学一時金100,000円以内
（3）高等専門学校４～５年　　　月額50,000円以内
（4）専門学校・短大・大学
 月額50,000円以内・入学一時金300,000円以内

  ４．奨学金及び入学一時金の貸付付期期間
（1）奨学金の貸付期間は、それを受けるに至った月か

ら在学する学校の正規の修業年限まで。
（2）入学一時金の貸付は、入学初年度のみ。
  ５．奨学金及び入学一時金の償還還
　奨学金及び入学一時金は一緒に、奨学金の貸付の終
わった翌月から起算して６カ月を経過した後、10年以
内の月賦又は年賦で償還。なお、奨学金及び入学一時金
は無利子です。
  ６．応募受付
（1）期間　平成30年３月１日（木）から

平成30年３月30日（金）まで
（2）時間　平日午前８時30分から 午後５時まで

 （土曜日、日曜日、祝日を除く）
（3）提出先　三種町教育委員会

（三種町鹿渡字東二本柳29ー３）
  ７．募集人員
　若干名　※応募者全員が奨学生に採用されるとは限りません。

◆問合先　教育委員会学事係 ☎８７－２１１５

三種町奨学生募集
　町では、高校・専門学校・大学等の学生を対象に奨学
生を募集します。貸付の可否については、４月末日まで
に応募者に通知します。
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で
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ぞ
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２
月
４
日
、
山
本

ふ
る
さ
と
文
化
館
で

三
種
町
音
楽
演
奏
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

秋
田
大
学
吹
奏
楽
団

と
町
内
３
中
学
校
に

よ
る
毎
年
恒
例
の
演

奏
会
。
い
つ
も
楽
し
み
に
さ
れ
て
い

る
方
も
多
い
よ
う
で
、「
今
年
は
い
つ

や
る
の
で
す
か
？
ど
ん
な
曲
を
や
る

の
で
す
か
？
」
と
地
域
の
方
々
か
ら

尋
ね
ら
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
練

習
期
間
は
１
ヶ
月
ほ
ど
で
、
各
校
集

ま
っ
て
の
合
同
練
習
が
３
回
と
準
備

の
た
め
の
時
間
は
限
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
少
し
で
も
よ
い
演
奏
を
し
て

観
客
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
よ
う
と

大
学
生
も
中
学
生
も
一
生
懸
命
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
独
奏
に
ハ
ー
ド

ロ
ッ
ク
、
吹
奏
楽
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
名

曲
と
、
豪
華
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
風
格

と
貫
禄
を
感
じ
さ
せ
た
第
Ⅰ
部
の
大

学
生
ス
テ
ー
ジ
。
ま
る
で
雪
を
溶
か

す
よ
う
な
熱
い
演
奏
を
目
指
し
、
元

気
い
っ
ぱ
い
に
頑
張
っ
た
第
Ⅱ
部
の

中
学
生
ス
テ
ー
ジ
。
そ
し
て
各
楽
器

の
特
徴
を
生
か
し
た
パ
ー
ト
紹
介
や

昭
和
50
年
代
の
ヒ
ッ
ト
曲
、
最
新
の

ヒ
ッ
ト
曲
の
メ
ド
レ
ー
で
大
盛
り
上

が
り
だ
っ
た
第
Ⅲ
部
の
合
同
ス
テ
ー

ジ
。
当
日
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
っ

た
大
勢
の
方
々
に
も
、
き
っ
と
お
楽

し
み
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

大
学
生
か
ら
た
く
さ
ん
の
刺
激
を

受
け
、
普
段
別
々
の
学
校
で
活
動
し

て
い
る
仲
間
た
ち
と
も
力
を
合
わ
せ

て
一
つ
の
ス
テ
ー
ジ
を
作
り
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
来
場
さ

れ
た
皆
様
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
拍
手

と
あ
た
た
か
い
励
ま
し
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
中
学
生
は
こ
の
経

験
を
通
し
て
、
と
て
も
多
く
の
こ
と

を
学
び
大
き
く
成
長
で
き
た
よ
う
に

感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
に
味
わ
っ

た
感
動
や
達
成
感
、
そ
し
て
音
楽
を

す
る
喜
び
を
大
切 

に
し
な
が
ら
、
今

後
の
活
動
を
よ
り
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

琴
丘
中
学
校 

吹
奏
楽
部
顧
問

加
藤
翔
太
郎

● 教育委員会
　 総務係・学事係（琴丘地域拠点センター内）　☎87－2115
　 生涯学習係（琴丘地域拠点センター内）　　　☎87－2113
　 スポーツ係（琴丘総合体育館内）　　　　　　☎87－2222
● 琴丘公民館　☎87－3232
● 山本公民館　☎83－2354　
● 八竜公民館　☎85－2177

生涯学習に関する
申し込み・
問い合わせ先

　

２
月
15
日
、
琴
丘
総
合
体

育
館
で
み
た
ね
大
学
閉
講
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
別
学
習
会
と
全
体

学
習
会
の
両
方
全
て
に
出
席

し
た
受
講
生
に
ダ
ブ
ル
皆
勤

賞
、
ど
ち
ら
か
全
て
に
参
加

し
た
受
講
生
に
皆
勤
賞
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

月　　日 大　　会　　名  （ 競 技 名 ） 場　　　所

３月４日 第７回 三種町招待小学生ソフトボール大会 ゆ め す た

３月11日 第10回三種町卓球大会（硬式の部） 山 本 体 育 館

３月18日 第11回三種町卓球大会
（ラージボールの部） 八 竜 体 育 館

３月21日 三種町スポーツ少年団交流会 ゆ め す た

３月21日 第１回ペッカーズカップ
男子ミニバスケットボール三種大会 琴丘総合体育館

３月23日
～25日

スプリングカップ2018
高校女子選抜バスケットボール三種大会

琴丘総合体育館
山 本 体 育 館

３月24日
～25日 第23回 小学生バレーボール交流能代大会 八 竜 体 育 館

３月31日
～４月１日

スプリングカップ2018
高校男子選抜バスケットボール三種大会 琴丘総合体育館

３月のスポーツ行事

いいとこ み～つけた

みたね大学閉講式

（

）
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２
月
４
日
、
山
本

ふ
る
さ
と
文
化
館
で

三
種
町
音
楽
演
奏
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

秋
田
大
学
吹
奏
楽
団

と
町
内
３
中
学
校
に

よ
る
毎
年
恒
例
の
演

奏
会
。
い
つ
も
楽
し
み
に
さ
れ
て
い

る
方
も
多
い
よ
う
で
、「
今
年
は
い
つ

や
る
の
で
す
か
？
ど
ん
な
曲
を
や
る

の
で
す
か
？
」
と
地
域
の
方
々
か
ら

尋
ね
ら
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
練

習
期
間
は
１
ヶ
月
ほ
ど
で
、
各
校
集

ま
っ
て
の
合
同
練
習
が
３
回
と
準
備

の
た
め
の
時
間
は
限
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
少
し
で
も
よ
い
演
奏
を
し
て

観
客
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
よ
う
と

大
学
生
も
中
学
生
も
一
生
懸
命
取
り

組
み
ま
し
た
。

ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
独
奏
に
ハ
ー
ド

ロ
ッ
ク
、
吹
奏
楽
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
名

曲
と
、
豪
華
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
風
格

と
貫
禄
を
感
じ
さ
せ
た
第
Ⅰ
部
の
大

学
生
ス
テ
ー
ジ
。
ま
る
で
雪
を
溶
か

す
よ
う
な
熱
い
演
奏
を
目
指
し
、
元

気
い
っ
ぱ
い
に
頑
張
っ
た
第
Ⅱ
部
の

中
学
生
ス
テ
ー
ジ
。
そ
し
て
各
楽
器

の
特
徴
を
生
か
し
た
パ
ー
ト
紹
介
や

昭
和
50
年
代
の
ヒ
ッ
ト
曲
、
最
新
の

ヒ
ッ
ト
曲
の
メ
ド
レ
ー
で
大
盛
り
上

が
り
だ
っ
た
第
Ⅲ
部
の
合
同
ス
テ
ー

ジ
。
当
日
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
っ

た
大
勢
の
方
々
に
も
、
き
っ
と
お
楽

し
み
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

大
学
生
か
ら
た
く
さ
ん
の
刺
激
を

受
け
、
普
段
別
々
の
学
校
で
活
動
し

て
い
る
仲
間
た
ち
と
も
力
を
合
わ
せ

て
一
つ
の
ス
テ
ー
ジ
を
作
り
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
来
場
さ

れ
た
皆
様
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
拍
手

と
あ
た
た
か
い
励
ま
し
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
中
学
生
は
こ
の
経

験
を
通
し
て
、
と
て
も
多
く
の
こ
と

を
学
び
大
き
く
成
長
で
き
た
よ
う
に

感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
に
味
わ
っ

た
感
動
や
達
成
感
、
そ
し
て
音
楽
を

す
る
喜
び
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
今

後
の
活
動
を
よ
り
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

● 教育委員会
　 総務係・学事係（琴丘地域拠点センター内）　☎87－2115
　 生涯学習係（琴丘地域拠点センター内）　　 ☎87－2113
　 スポーツ係（琴丘総合体育館内）　　　　　 ☎87－2222
● 琴丘公民館 ☎87－3232
● 山本公民館 ☎83－2354
● 八竜公民館 ☎85－2177

生涯学習に関する
申し込み・
問い合わせ先

２
月
15
日
、
琴
丘
総
合
体

育
館
で
み
た
ね
大
学
閉
講
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

コ
ー
ス
別
学
習
会
と
全
体

学
習
会
の
両
方
全
て
に
出
席

し
た
受
講
生
に
ダ
ブ
ル
皆
勤

賞
、
ど
ち
ら
か
全
て
に
参
加

し
た
受
講
生
に
皆
勤
賞
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

月　　日 大　　会　　名  （ 競 技 名 ） 場　　　所

３月４日 第７回 三種町招待小学生ソフトボール大会 ゆ め す た

３月11日 第10回三種町卓球大会（硬式の部） 山 本 体 育 館

３月18日 第11回三種町卓球大会
（ラージボールの部） 八 竜 体 育 館

３月21日 三種町スポーツ少年団交流会 ゆ め す た

３月21日 第１回ペッカーズカップ
男子ミニバスケットボール三種大会 琴丘総合体育館

３月23日
～25日

スプリングカップ2018
高校女子選抜バスケットボール三種大会

琴丘総合体育館
山 本 体 育 館

３月24日
～25日 第23回 小学生バレーボール交流能代大会 八 竜 体 育 館

３月31日
～４月１日

スプリングカップ2018
高校男子選抜バスケットボール三種大会 琴丘総合体育館

３月のスポーツ行事

いいとこ み～つけた

みたね大学閉講式

（

）

琴
丘
中
学
校
吹
奏
楽
部
顧
問

加
藤
翔
太
郎

広報 みたね
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インフォメーションインフォメーション第
７
回  

長
信
田
の
森
演
劇

公
演　
「
道　

程
」

〜
僕
の
前
に
道
は
な
い
、

　

僕
の
後
ろ
に
道
は
出
来
る
〜

脚
本
・
演
出　

近
藤
真
行

　

長
信
田
の
若
者
達
が
精
一
杯

の
演
技
を
披
露
し
ま
す
！

●

と　

き　

３
月
11
日

　
　
　
　
　

13
時
30
分　

開
演

●

と
こ
ろ

　

山
本
ふ
る
さ
と
文
化
館

●

入
場
チ
ケ
ッ
ト　

５
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先
…

長
信
田
の
森
心
療
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
７
２
―
４
１
３
３

生
き
て
る
っ
て
言
っ
て
み
ろ
！

友
川
カ
ズ
キ
特
別
講
演

●

と　

き　

４
月
14
日

　
　
　
　
　

18
時
30
分　

開
演

●

と
こ
ろ　

ゆ
め
ろ
ん

・
前
売
券
３
５
０
０
円

・
当
日
券
４
０
０
０
円

・
全
席
指
定

問
い
合
わ
せ
先
…

砂
丘
温
泉
ゆ
め
ろ
ん

☎
８
５
―
４
１
２
６

交
通
安
全
協
会
鯉
川
支
部

総
会
の
開
催
に
つ
い
て

●

と　

き　
３
月
18
日  

14
時
〜

●

と
こ
ろ　

鯉
川
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先
…

交
通
安
全
協
会
鯉
川
支
部

☎
８
７
―
４
０
７
３

能
代
調
停
協
会

無
料
調
停
相
談
会
の
お
知
ら
せ

●
と　

き　

３
月
16
日

　
　
　
　
　

10
時
〜
15
時

●

と
こ
ろ

　

能
代
簡
易
裁
判
所

・
民
事
…
金
銭
貸
借
、
保
証
、

相
隣
関
係
、交
通
事
故
な
ど

・
家
事
…
夫
婦
関
係
、慰
謝
料
、

財
産
分
与
、
相
続
な
ど

　

能
代
調
停
協
会
調
停
委
員
が

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
…

能
代
調
停
協
会

（
☎
５
２
―
３
２
７
８
）

国
土
交
通
省
か
ら
の

重
要
な
お
知
ら
せ

★
タ
カ
タ
製
エ
ア
バ
ッ
ク
リ

コ
ー
ル
未
改
修
車
は
平
成
30
年

５
月
か
ら
車
検
が
通
ら
な
く
な

り
ま
す
★

＝
早
急
に
リ
コ
ー
ル
作
業
を
受

け
て
く
だ
さ
い
！
＝

「
国
土
交
通
省
」タ
カ
タ
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
３
―
５
５
３
９
―
０
４
５
２

エ
ア
バ
ッ
ク
リ
コ
ー
ル
特
設

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.m
lit.go.jp/

jid
o
sh
a
/ca

rin
f/rcl/

recallinfo_000.htm
l

Ａ
Ｉ
Ａ
国
際
活
動
助
成
金

募
集
の
お
知
ら
せ

　

県
内
で
国
際
交
流
や
国
際
協

力
・
国
際
理
解
な
ど
の
多
文
化

共
生
を
推
進
す
る
活
動
を
行
う

民
間
の
団
体
を
対
象
に
、
そ
の

事
業
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●

募
集
期
間（
事
業
実
施
時
期
）

１
期
募
集　

　

３
月
１
日
〜
３
月
31
日

　
（
４
月
１
日
〜
翌
３
月
31
日
）

２
期
募
集

　

７
月
１
日
〜
７
月
31
日

　
（
８
月
１
日
〜
翌
３
月
31
日
）

●

助
成
金
額　

助
成
対
象
経
費

総
額
の
う
ち　

上
限
８
万
円

※
同
一
年
度
に
つ
き
１
団
体
１

回
、同
一
団
体
に
よ
る
同
一

事
業
に
対
す
る
助
成
は
３
回

※
申
請
書
は
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

る
ほ
か
、協
会
窓
口
で
も
配
布

し
て
い
ま
す
。そ
の
他
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先
…

秋
田
県
国
際
交
流
協
会（
Ａ
Ｉ
Ａ
）

☎
０
１
８
―
８
９
３
―
５
４
９
９

お
と
も
苑
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

生
き
生
き
学
習
は
年
齢
を
問

わ
ず
一
般
の
方
が
た
が
自
由
に

参
加
で
き
る
教
室
で
す
。

●

歌
謡
教
室

　

３
月
24
日　

13
時
〜
16
時

※
３
月
の
休
館

　

５
、
12
、
19
、
22
、
26
日

問
い
合
わ
せ
先
…

高
齢
者
交
流
セ
ン
タ
ー
お
と
も
苑

☎
５
８
―
５
２
９
５

平
成
31
年
歌
会
始
の
お
題

お
よ
び
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

　

平
成
31
年
歌
会
始
の
お
題

　
「
光
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
題
は
「
光ひ

か
り」

で
す
が
、
歌

に
詠
む
場
合
は
「
光
」
の
文
字

が
詠
み
込
ま
れ
て
い
れ
ば
よ

く
、「
光
線
」「
栄
光
」
の
よ
う

な
熟
語
に
し
て
も
、
ま
た
、「
光

る
」
の
よ
う
に
訓
読
し
て
も
差

し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

　

詠
進
歌
の
詠
進
要
領
及
び
お

問
い
合
わ
せ
先
な
ど
、
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、
宮
内
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.kunaicho.

go.jp/

自
動
車
の
登
録
手
続
き

年
度
末
を
待
た
ず
に
お
早
め
に

　

年
度
末
、
運
輸
支
局
の
自
動

車
検
査
・
登
録
窓
口
は
、
例
年

大
変
混
み
合
い
ま
す
。

　

特
に
３
月
中
旬
以
降
は
、
自

動
車
税
課
税
基
準
日
（
４
月
１

日
）
前
に
名
義
変
更
や
抹
消
登

録
手
続
き
を
行
う
方
が
た
に
よ

る
駆
け
込
み
申
請
お
よ
び
車
検

車
両
の
増
加
に
よ
り
大
変
混
雑

し
、
申
請
者
の
皆
様
に
は
長
時

間
お
待
ち
い
た
だ
く
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
動
車
の
諸
手
続
き
を
予
定

の
方
は
、
年
度
末
前
の
比
較
的

混
雑
の
少
な
い
３
月
上
旬
頃
ま

で
に
手
続
き
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。 

　

登
録
手
続
き
に
関
し
て
の
問

い
合
わ
せ
は
、
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

（
登
録
手
続
き
案
内
）
を
ご
利

用
願
い
ま
す
。

東
北
運
輸
局
秋
田
運
輸
支
局

☎
０
５
０
―
５
５
４
０
―
２
０
１
２

東
北
一
斉
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟

無
料
電
話
相
談
会

●

と　

き　

３
月
19
日

　
　
　
　
　

10
時
〜
19
時

●

内　

容

　

Ｂ
型
肝
炎
被
害
対
策
東
北
弁

護
団
が
、
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
に
つ

い
て
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
電

話
相
談
を
行
い
ま
す
（
通
話
料

は
か
か
り
ま
す
）。

●

対　

象

　

Ｂ
型
肝
炎
患
者
ま
た
は
そ
の

ご
家
族
（
患
者
が
亡
く
な
っ
て

い
る
場
合
は
、
そ
の
相
続
人
）

●

電
話
相
談
の
番
号

☎
０
２
２
―
７
２
１
―
８
０
６
３

予
約
不
要
で
す
。
電
話
相
談
会

日
時
に
直
接
お
電
話
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
東
北
弁
護
団
事
務
局

（
小
野
寺
友
宏
法
律
事
務
所
）

☎
０
１
２
０
―
７
６
―
０
５
１
２

（株）
葬儀式場葬儀式場

会 食 室会 食 室

家族への大きな贈り物 「みどりの会」

TEL.0185－54－3004広告
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７
回
長
信
田
の
森
演
劇

公
演
「
道

程
」

〜
僕
の
前
に
道
は
な
い
、

僕
の
後
ろ
に
道
は
出
来
る
〜

脚
本
・
演
出

近
藤
真
行

長
信
田
の
若
者
達
が
精
一
杯

の
演
技
を
披
露
し
ま
す
！

●

と

き

３
月
11
日

13
時
30
分

開
演

●

と
こ
ろ

山
本
ふ
る
さ
と
文
化
館

●

入
場
チ
ケ
ッ
ト

５
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先
…

長
信
田
の
森
心
療
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
７
２
―
４
１
３
３

生
き
て
る
っ
て
言
っ
て
み
ろ
！

友
川
カ
ズ
キ
特
別
講
演

●

と

き

４
月
14
日

18
時
30
分

開
演

●

と
こ
ろ

ゆ
め
ろ
ん

・
前
売
券
３
５
０
０
円

・
当
日
券
４
０
０
０
円

・
全
席
指
定

問
い
合
わ
せ
先
…

砂
丘
温
泉
ゆ
め
ろ
ん

☎
８
５
―
４
１
２
６

交
通
安
全
協
会
鯉
川
支
部

交
通会

の
開
催
に
つ
い
て

総
会

●

き

と

３
月
18
日
14
時
〜

●

こ
ろ

と
こ

鯉
川
地
区
コ
ミ
ュ

ィ
セ
ン
タ
ー

ニ
テ
ィ合

わ
せ
先
…

問
い
合安

全
協
会
鯉
川
支
部

交
通
安

☎
８
７
―
４
０
７
３

能
代
調
停
協
会

能
代

無
料
調
停
相
談
会
の
お
知
ら
せ

●
と

き

３
月
16
日

10
時
〜
15
時

●

と
こ
ろ

能
代
簡
易
裁
判
所

・
民
事
…
金
銭
貸
借
、
保
証
、

相
隣
関
係
、交
通
事
故
な
ど

・
家
事
…
夫
婦
関
係
、慰
謝
料
、

財
産
分
与
、
相
続
な
ど

能
代
調
停
協
会
調
停
委
員
が

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
…

能
代
調
停
協
会

（
☎
５
２
―
３
２
７
８
）

国
土
交
通
省
か
ら
の

重
要
な
お
知
ら
せ

★
タ
カ
タ
製
エ
ア
バ
ッ
ク
リ

コ
ー
ル
未
改
修
車
は
平
成
30
年

５
月
か
ら
車
検
が
通
ら
な
く
な

り
ま
す
★

＝
早
急
に
リ
コ
ー
ル
作
業
を
受

け
て
く
だ
さ
い
！
＝

「
国
土
交
通
省
」タ
カ
タ
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
３
―
５
５
３
９
―
０
４
５
２

エ
ア
バ
ッ
ク
リ
コ
ー
ル
特
設

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.m
lit.go.jp/

jid
o
sh
a
/ca

rin
f/rcl/

recallinfo_000.htm
l

Ａ
Ｉ
Ａ
国
際
活
動
助
成
金

募
集
の
お
知
ら
せ

県
内
で
国
際
交
流
や
国
際
協

力
・
国
際
理
解
な
ど
の
多
文
化

共
生
を
推
進
す
る
活
動
を
行
う

民
間
の
団
体
を
対
象
に
、
そ
の

事
業
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●

募
集
期
間（
事
業
実
施
時
期
）

１
期
募
集

３
月
１
日
〜
３
月
31
日

（
４
月
１
日
〜
翌
３
月
31
日
）

２
期
募
集

７
月
１
日
〜
７
月
31
日

（
８
月
１
日
〜
翌
３
月
31
日
）

●

助
成
金
額

助
成
対
象
経
費

総
額
の
う
ち

上
限
８
万
円

※
同
一
年
度
に
つ
き
１
団
体
１

回
、同
一
団
体
に
よ
る
同
一

事
業
に
対
す
る
助
成
は
３
回

※
申
請
書
は
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

る
ほ
か
、協
会
窓
口
で
も
配
布

し
て
い
ま
す
。そ
の
他
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先
…

秋
田
県
国
際
交
流
協
会（
Ａ
Ｉ
Ａ
）

☎
０
１
８
―
８
９
３
―
５
４
９
９

お
と
も
苑
か
ら
の
お
知
ら
せ

生
き
生
き
学
習
は
年
齢
を
問

わ
ず
一
般
の
方
が
た
が
自
由
に

参
加
で
き
る
教
室
で
す
。

●

歌
謡
教
室

３
月
24
日

13
時
〜
16
時

※
３
月
の
休
館

５
、
12
、
19
、
22
、
26
日

問
い
合
わ
せ
先
…

高
齢
者
交
流
セ
ン
タ
ー
お
と
も
苑

☎
５
８
―
５
２
９
５

平
成
31
年
歌
会
始
の
お
題

お
よ
び
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

平
成
31
年
歌
会
始
の
お
題

「
光
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

お
題
は
「
光ひ

か
り」

で
す
が
、
歌

に
詠
む
場
合
は
「
光
」
の
文
字

が
詠
み
込
ま
れ
て
い
れ
ば
よ

く
、「
光
線
」「
栄
光
」
の
よ
う

な
熟
語
に
し
て
も
、
ま
た
、「
光

る
」
の
よ
う
に
訓
読
し
て
も
差

し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

詠
進
歌
の
詠
進
要
領
及
び
お

問
い
合
わ
せ
先
な
ど
、
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、
宮
内
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.kunaicho.

go.jp/

自
動
車
の
登
録
手
続
き

年
度
末
を
待
た
ず
に
お
早
め
に

年
度
末
、
運
輸
支
局
の
自
動

車
検
査
・
登
録
窓
口
は
、
例
年

大
変
混
み
合
い
ま
す
。

特
に
３
月
中
旬
以
降
は
、
自

動
車
税
課
税
基
準
日
（
４
月
１

日
）
前
に
名
義
変
更
や
抹
消
登

録
手
続
き
を
行
う
方
が
た
に
よ

る
駆
け
込
み
申
請
お
よ
び
車
検

車
両
の
増
加
に
よ
り
大
変
混
雑

し
、
申
請
者
の
皆
様
に
は
長
時

間
お
待
ち
い
た
だ
く
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。

自
動
車
の
諸
手
続
き
を
予
定

の
方
は
、
年
度
末
前
の
比
較
的

混
雑
の
少
な
い
３
月
上
旬
頃
ま

で
に
手
続
き
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

登
録
手
続
き
に
関
し
て
の
問

い
合
わ
せ
は
、
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

（
登
録
手
続
き
案
内
）
を
ご
利

用
願
い
ま
す
。

東
北
運
輸
局
秋
田
運
輸
支
局

☎
０
５
０
―
５
５
４
０
―
２
０
１
２

東
北
一
斉
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟

無
料
電
話
相
談
会

●

と

き

３
月
19
日

10
時
〜
19
時

●

内

容

Ｂ
型
肝
炎
被
害
対
策
東
北
弁

護
団
が
、
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
に
つ

い
て
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
電

話
相
談
を
行
い
ま
す
（
通
話
料

は
か
か
り
ま
す
）。

●

対

象

Ｂ
型
肝
炎
患
者
ま
た
は
そ
の

ご
家
族
（
患
者
が
亡
く
な
っ
て

い
る
場
合
は
、
そ
の
相
続
人
）

●

電
話
相
談
の
番
号

☎
０
２
２
―
７
２
１
―
８
０
６
３

予
約
不
要
で
す
。
電
話
相
談
会

日
時
に
直
接
お
電
話
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
東
北
弁
護
団
事
務
局

（
小
野
寺
友
宏
法
律
事
務
所
）

☎
０
１
２
０
―
７
６
―
０
５
１
２

（株）
葬儀式場儀葬儀葬葬儀式葬儀儀式場儀式式場式場

会 食会会 食食 室室

家族への大きな贈り物物物物物物物 「みどりの会」

TEL.0185－54－3004広告

平成30年３月 26



潟
の
歴
史
を
未
来
に
つ
な
ぐ

〜
八
郎
潟
・
八
郎
湖
学
研
究
会

　
　
　
　
設
立
記
念
の
集
い
〜

　

秋
田
県
立
大
学
の
教
員
が
中

心
と
な
っ
て
、
住
民
の
方
が
た

と
と
も
に
、
八
郎
潟
・
八
郎
湖

に
つ
い
て
、
自
然
か
ら
文
化
ま

で
多
様
な
面
か
ら
考
え
る
研
究

会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
要
事
前
申
込
締
切  

３
月
５
日

●

と　

き　

３
月
10
日

13
時
30
分
〜
17
時

（
受
付
開
始
13
時
）

●

と
こ
ろ

　

八
郎
潟
町
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー

●

資
料
代　

５
０
０
円

※
終
了
後
、
同
じ
会
場
で
懇
親

会
を
行
い
ま
す
（
参
加
費

２
５
０
０
円
）

●

主　

催

　

八
郎
潟
・
八
郎
湖
学
研
究
会

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…

Ｎ
Ｐ
О
法
人
は
ち
ろ
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

（
☎
０
１
８
―
８
７
４
―
８
６
８
６
）

公
共
職
業
訓
練
５
月
期
生

を
募
集
し
ま
す

●

訓
練
期
間

　

５
月
８
日
〜
10
月
30
日　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
か
月
）

●

訓
練
会
場

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田

（
潟
上
市
）

●

訓
練
科
（
定
員
）

・
金
属
加
工
技
術
科
（
15
名
）

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

デ
ザ
イ
ン
科
（
15
名
）

●

募
集
期
間　

３
月
23
日
ま
で

●

受
講
料　

無
料

（
テ
キ
ス
ト
代
等
は
自
己
負
担
）

◆
毎
週
金
曜
日
に
施
設
見
学
会

を
行
っ
て
い
ま
す
（
雇
用
保

険
受
給
中
の
方
は
就
職
活
動

と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
）。

問
い
合
わ
せ
先
…

秋
田
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

タ
ー
（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋

田
） 
訓
練
課　

受
講
者
第
一
係

（
☎
０
１
８
―
８
７
３
―
３
１
７
８
）

平
成
30
年
度
国
家
公
務
員「
国

税
専
門
官
採
用
試
験
」（
大
学

卒
業
程
度
）
の
お
知
ら
せ

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
国
税
専
門

官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●

受
験
資
格

１
．
昭
和
63
年
４
月
２
日
〜
平

成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
者

２
．
平
成
９
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
の
者
で
次
に
掲
げ

る
も
の

⑴
大
学
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び

平
成
31
年
３
月
ま
で
に
大
学

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者
と

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認

め
る
者

●

受
験
申
込
受
付
期
間

　

平
成
30
年
３
月
30
日
〜

４
月
11
日
ま
で

●

受
験
申
込
方
法

　

受
験
申
込
み
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
申
込
み
と
す
る
。（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
：
国
家
公
務
員
採
用

試
験
情
報
Ｎ
А
Ⅴ
Ｉ
）

●

第
１
試
験
日　

６
月
10
日

問
い
合
わ
せ
先
…

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

（
☎
０
２
２
―
２
６
３
―
１
１
１
１

内
線
３
２
３
６
）

人
事
院
東
北
事
務
局

（
☎
０
２
２
―
２
２
１
―
２
０
２
２
）

国
家
公
務
員
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ

　

人
事
院
で
は
、
次
の
と
お
り

国
家
公
務
員
採
用
試
験
を
実
施

し
ま
す
。

※
申
込
方
法
や
受
験
資
格
等
の

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…

人
事
院
東
北
事
務
局　

第
二
課
試
験
係

（
☎
０
２
２
―
２
２
１
―
２
０
２
２
）

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.jinji.go.jp/

saiyo/saiyo.htm

医療法人  徳洲会

［動脈硬化検査］
［心電図・血圧/24時間測定］他、

ドラゴンクリニック
院長　菊　地　次　郎

三種町浜田字上浜田１ 各種予防接種も実施中ですので
電話85ー4666までお問い合わせください。

内科　循環器内科　整形外科（スポーツ整形）

各種検査実施

ドラゴンクリニック 通所リハビリテーション
理学療法士 ２名、看護師、マッサージ師などによる
個別リハビリ・集団リハビリの提供

ご利用者は50代～60代10名を含み
活気がある事業所です。
※何なりとお問い合わせください。

定員 １日 38名
鍼灸は毎週木曜日

広告

求職申込 求人申込
紹介・斡旋

求職者
（農業で働きたい人）

求人者
（農家）

雇用契約雇用契約

三種町農業公社
（無料職業紹介所）

試験名 申込受付期間 第１次試験日

総合職試験
（院卒者試験・大卒程度試験）

インター
ネット

３月30日（金）9：00
～４月９日（月）〔受信有効〕４月29日（日）

一般職試験
（大卒程度試験）

インター
ネット

４月６日（金）9：00
～４月18日（水）〔受信有効〕６月17日（日）

一般職試験
（高卒者試験）

インター
ネット

６月18日（月）9：00
～６月27日（水）〔受信有効〕９月２日（日）

～人手不足でお困りの農家の方
農家の手伝いをしてみたい方～

　一般社団法人  三種町農業公社では、農家・農業
生産法人等の労働力不足解消のため、農業で働きた
い方を紹介する職業紹介事業を行なっています。
（厚生労働大臣許可番号０５―ム―３００１７）

農業ヘルパー紹介事業

◆問い合わせ先　三種町農業公社　☎85―3188

農業公社から お知らせ

広報 みたね
mitane town
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潟
の
歴
史
を
未
来
に
つ
な
ぐ

〜
八
郎
潟
・
八
郎
湖
学
研
究
会

設
立
記
念
の
集
い
〜

秋
田
県
立
大
学
の
教
員
が
中

心
と
な
っ
て
、
住
民
の
方
が
た

と
と
も
に
、
八
郎
潟
・
八
郎
湖

に
つ
い
て
、
自
然
か
ら
文
化
ま

で
多
様
な
面
か
ら
考
え
る
研
究

会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
要
事
前
申
込
締
切
３
月
５
日

●

と

き

３
月
10
日

13
時
30
分
〜
17
時

（
受
付
開
始
13
時
）

●

と
こ
ろ

八
郎
潟
町
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー

●

資
料
代

５
０
０
円

※
終
了
後
、
同
じ
会
場
で
懇
親

会
を
行
い
ま
す
（
参
加
費

２
５
０
０
円
）

●

主

催

八
郎
潟
・
八
郎
湖
学
研
究
会

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…

Ｎ
Ｐ
О
法
人
は
ち
ろ
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

（
☎
０
１
８
―
８
７
４
―
８
６
８
６
）

公
共
職
業
訓
練
５
月
期
生

を
募
集
し
ま
す

●

訓
練
期
間

５
月
８
日
〜
10
月
30
日

（
６
か
月
）

●

訓
練
会
場

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田

（
潟
上
市
）

●

訓
練
科
（
定
員
）

・
金
属
加
工
技
術
科
（
15
名
）

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

デ
ザ
イ
ン
科
（
15
名
）

●

募
集
期
間

３
月
23
日
ま
で

●

受
講
料

無
料

（
テ
キ
ス
ト
代
等
は
自
己
負
担
）

◆
毎
週
金
曜
日
に
施
設
見
学
会

を
行
っ
て
い
ま
す
（
雇
用
保

険
受
給
中
の
方
は
就
職
活
動

と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
）。

問
い
合
わ
せ
先
…

秋
田
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

タ
ー
（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋

田
）
訓
練
課

受
講
者
第
一
係

（
☎
０
１
８
―
８
７
３
―
３
１
７
８
）

平
成
30
年
度
国
家
公
務
員「
国

税
専
門
官
採
用
試
験
」（
大
学

卒
業
程
度
）
の
お
知
ら
せ

仙
台
国
税
局
で
は
、
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
国
税
専
門

官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●

受
験
資
格

１
．
昭
和
63
年
４
月
２
日
〜
平

成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
者

２
．
平
成
９
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
の
者
で
次
に
掲
げ

る
も
の

⑴
大
学
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び

平
成
31
年
３
月
ま
で
に
大
学

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者
と

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認

め
る
者

●

受
験
申
込
受
付
期
間

平
成
30
年
３
月
30
日
〜

４
月
11
日
ま
で

●

受
験
申
込
方
法

受
験
申
込
み
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
申
込
み
と
す
る
。（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
：
国
家
公
務
員
採
用

試
験
情
報
Ｎ
А
Ⅴ
Ｉ
）

●

第
１
試
験
日

６
月
10
日

問
い
合
わ
せ
先
…

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

（
☎
０
２
２
―
２
６
３
―
１
１
１
１

内
線
３
２
３
６
）

人
事
院
東
北
事
務
局

（
☎
０
２
２
―
２
２
１
―
２
０
２
２
）

国
家
公
務
員
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ

人
事
院
で
は
、
次
の
と
お
り

国
家
公
務
員
採
用
試
験
を
実
施

し
ま
す
。

※
申
込
方
法
や
受
験
資
格
等
の

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…

人
事
院
東
北
事
務
局

第
二
課
試
験
係

（
☎
０
２
２
―
２
２
１
―
２
０
２
２
）

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.jinji.go.jp/

saiyo/saiyo.htm

医療法人  徳洲会

［動脈硬化検査］
［心電図・血圧/24時間測定］他、

ドラゴンクリニック
院長　菊　地　次　郎

三種町浜田字上浜田１ 各種予防接種も実施中ですので
電話85ー4666までお問い合わせください。

内科 循環器内科 整形外科（スポーツ整形）

検査実各種検査実施

ドラゴンクリニック 通所リハビリテーション
理学療法士 ２名、看護師、マッサージ師などによる
個別リハビリ・集団リハビリの提供

ご利用者は50代～60代10名を含み
活気がある事業所です。
※何なりとお問い合わせください。

定員 １日38名
鍼灸は毎週木曜日

広告

求職求職求職申込申込申込 求人求人求人申込申込申込
紹紹紹紹紹紹介介・介・介介介介介介介介介介介・・斡斡斡斡斡斡斡斡斡斡斡斡斡旋旋斡旋斡旋

求職求職者者
（農（農業で業で働き働きたいたい人）人）

求人求人者者
（農（農家）家）

雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇用用用用用用用用用用用用用用雇用雇用用用雇雇 契契契契契契契契契契用契契契契用用契約約約約約約約約約約約約約約約約契約契約契契契契約約約約約約約約契契契契

三種三種町農町農業公業公社社
（無（無料職料職業紹業紹介所介所））

試験名 申込受付期間 第１次試験日

総合職試験
（院卒者試験・大卒程度試験）

インター
ネット

３月30日（金）9：00
～４月９日（月）〔受信有効〕４月29日（日）

一般職試験
（大卒程度試験）

インター
ネット

４月６日（金）9：00
～４月18日（水）〔受信有効〕６月17日（日）

一般職試験
（高卒者試験）

インター
ネット

６月18日（月）9：00
～６月27日（水）〔受信有効〕９月２日（日）

～人手不足でお困りの農家の方
農家の手伝いをしてみたい方～

　一般社団法人  三種町農業公社では、農家・農業
生産法人等の労働力不足解消のため、農業で働きた
い方を紹介する職業紹介事業を行なっています。
（厚生労働大臣許可番号０５―ム―３００１７）

農業ヘルパー紹介事業

◆問◆問い合い合わせわせ先先　三種三種町農町農業公業公社社　☎8☎855―31318888

農業公社から お知らせ

広報 みたね
mitane town
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行事予定

3月
町の人口と世帯数

●人　口 17,064人 （-20）
　 【男】 7,930人   （- 3）
　 【女】 9,134人   （-17）
●世帯数 6,982戸   （-15）
※平成30年１月末現在、（  ）内前月比

　先日、三種町観光協会主催のスノー
モービル体験イベントの撮影に行ってき
ました。
　雪の上を駆け抜ける姿は迫力があり、
見ている方でも楽しくなる風景でした。
　雪、氷と言ったら、冬の祭典、韓国で

開催されているピョンチャン五輪！日本
勢のメダル獲得は好調のようですね。喜
びあり、涙ありで様々なドラマがありま
す。やっぱり人々を魅了するアスリート
は凄いです。一度は生で五輪を観戦した
いものです。
　寒さはまだ続きそうですが、少しずつ
春に近づく３月、バッケの姿はもう少し
かな…。 （た）

日 曜日 行　　　　　事　　　　　名
1 木

2 金

あきた結婚支援センター出張センター開設（八竜改善センター　11：00～16：00）
メロンキッズひろば「ひなまつりお誕生会」（浜口保育園　９：30～11：30）
わくわくひろば「ひなまつり会へようこそ！（発育測定）」（琴丘保育園　９：30～11：30）
ドラえもんひろば「ひなまつり会に参加しましょう！（発育測定）」（森岳保育園 ９：30～11：30）

3 土 男性向け　お魚料理教室（琴丘地域拠点センター　10：00～）
4 日
5 月 健康相談・コーヒーサロン（琴丘地域拠点センター　9：30～11：30）
6 火 転倒予防教室　いきいき元気塾（八竜改善センター　10：00～11：30）

7 水 メロンキッズひろば「発育測定＆お別れお茶会」（八竜改善センター　９：30～11：30）
５歳児健診（保健センター）

8 木
１歳６か月児健診（保健センター）
健康相談・コーヒーサロン（山本公民館　９：30～11：30）
ドラえもんひろば「お別れ楽しみ会＆給食試食会」（森岳保育園　９：30～11：30）

9 金 特設人権相談所開設（山本公民館　10：00～15：00）
10 土 中学校卒業式
11 日
12 月

13 火
小学校卒業式
転倒予防教室　いきいき元気塾（琴丘地域A　パレス琴丘　10：00～11：30）
わくわくひろば「お別れお楽しみ会♥（給食試食）」（琴丘保育園　９：30～11：30）

14 水
15 木 おれんじカフェ（琴丘地域拠点センター　13：30～15：00）
16 金 ７か月児相談（保健センター）

17 土
保育園卒園式（琴丘保育園・下岩川保育園・森岳保育園・金岡保育園）
秋田なまはげの会出張相談会（保健センター　13：00～16：00）
新・元気づくり支援事業　報告会（八竜改善センター　13：30～）

18 日

19 月 がん患者のつどい（保健センター　13：30～）
認知症予防教室　わくわく！能力アップ教室（山本公民館　10：00～11：30）

20 火
健康相談・コーヒーサロン（金陵の館　13：30～15：30）
転倒予防教室　いきいき元気塾（山本公民館　10：00～11：30）
琴丘地域行政相談所開設（ひまわりセンター　10：00～12：00）

21 水

春分の日
八竜幼稚園卒園式
山本地域行政相談所開設（山本公民館　10：00～12：00）
八竜地域行政相談所開設（ふれあいセンター　10：00～12：00）

22 木 健康相談・コーヒーサロン（八竜改善センター　13：30～15：30）
23 金 歯科表彰式（山本ふるさと文化館　14：00～）

24 土 保育園卒園式（鵜川保育園・浜口保育園）
八竜保育園修了式

25 日

26 月 こころの相談会（保健センター　13：00～16：00）
健康相談・コーヒーサロン（すいらんの館　13：30～15：30）

27 火 乳児健診（保健センター）
28 水 転倒予防教室　いきいき元気塾（琴丘地域B　パレス琴丘　10：00～11：30）
29 木
30 金 時間外収納窓口（役場税務課、山本・琴丘総合支所　17：15～19：00）
31 土

町県民税・所得税申告相談　３月１日～３月15日

平成30年３月 28




